
 

－１－ 

平成２５年第３回京丹波町議会定例会（第１号）                              平成２５年 ９月 ３日（火）                             開会  午前 ９時００分 １ 議事日程   第 １ 会議録署名議員の指名   第 ２ 会期の決定              自 平成２５年 ９月 ３日                           ２４日間              至 平成２５年 ９月２６日   第 ３ 諸般の報告   第 ４ 行政報告   第 ５ 請願の委員会付託   第 ６ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について   第 ７ 議案第５３号 平成２５年度京丹波町一般会計補正予算（第１号）   第 ８ 議案第５４号 平成２５年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１              号）   第 ９ 議案第５５号 平成２５年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１              号）   第１０ 議案第５６号 平成２５年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）   第１１ 議案第５７号 平成２５年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）   第１２ 議案第５８号 平成２５年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）   第１３ 認定第 １号 平成２４年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定について   第１４ 認定第 ２号 平成２４年度京丹波町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の              認定について   第１５ 認定第 ３号 平成２４年度京丹波町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認              定について   第１６ 認定第 ４号 平成２４年度京丹波町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定              について   第１７ 認定第 ５号 平成２４年度京丹波町水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につ              いて 
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  第１８ 認定第 ６号 平成２４年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第１９ 認定第 ７号 平成２４年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算の認定につ              いて   第２０ 認定第 ８号 平成２４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算の              認定について   第２１ 認定第 ９号 平成２４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算の              認定について   第２２ 認定第１０号 平成２４年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第２３ 認定第１１号 平成２４年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第２４ 認定第１２号 平成２４年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第２５ 認定第１３号 平成２４年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第２６ 認定第１４号 平成２４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算の認定              について   第２７ 認定第１５号 平成２４年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算の認定に              ついて   第２８ 認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業決算の認定について   第２９ 報告第 ２号 健全化判断比率について   第３０ 報告第 ３号 資金不足比率について   第３１ 報告第 ４号 グリーンランドみずほ株式会社に関する経営状況について   第３２ 報告第 ５号 株式会社丹波情報センターに関する経営状況について   第３３ 報告第 ６号 公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会に関する経営状況              について   第３４ 報告第 ７号 公益財団法人丹波ふるさと振興公社に関する経営状況について   第３５ 報告第 ８号 公益財団法人瑞穂農業公社に関する経営状況について   第３６ 報告第 ９号 財団法人和知ふるさと振興センターに関する経営状況について   第３７ 報告第１０号 社会福祉法人わち福祉会に関する経営状況について 
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２ 議会に付議した案件   議事日程のとおり  ３ 出席議員（１６名）    １番  小 田 耕 治 君    ２番  篠 塚 信太郎 君    ３番  村 山 良 夫 君    ４番  梅 原 好 範 君    ５番  横 山   勲 君    ６番  山 田   均 君    ７番  東   まさ子 君    ８番  岩 田 恵 一 君    ９番  松 村 篤 郎 君   １０番  坂 本 美智代 君   １１番  西 山 和 樹 君   １２番  原 田 寿賀美 君   １３番  北 尾   潤 君   １４番  森 田 幸 子 君   １５番  山 内 武 夫 君   １６番  野 口 久 之 君  ４ 欠席議員（０名）  ５ 説明のため、地方自治法第１２１条の規定により出席を求めた者（２１名）   町 長     寺 尾 豊 爾 君   副 町 長     畠 中 源 一 君   会 計 管 理 者     谷 口   誠 君   参 事     岩 崎 弘 一 君   参 事     野 間 広 和 君   瑞 穂 支 所 長     中 尾 達 也 君   和 知 支 所 長     榎 川   諭 君 
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  総 務 課 長     伴 田 邦 雄 君   監 理 課 長     木 南 哲 也 君   企 画 政 策 課 長     山 森 英 二 君   税 務 課 長     堂 本 光 浩 君   住 民 課 長     下伊豆 かおり 君   保 健 福 祉 課 長     岡 本 佐登美 君   子育て支援課長     山 田 由美子 君   医 療 政 策 課 長     藤 田 正 則 君   産 業 振 興 課 長     久 木 寿 一 君   土 木 建 築 課 長     十 倉 隆 英 君   水 道 課 長     山 田 洋 之 君   教 育 長     朝 子 照 夫 君   教 育 次 長     藤 田   真 君   代 表 監 査 委 員     船 越   肇 君  ６ 出席事務局職員（２名）   議 会 事 務 局 長     長 澤   誠   書 記     山 口 知 哉  
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開会 午前 ９時００分 ○議長（野口久之君） それでは、皆さんおはようございます。   本日は、ご参集いただき大変ご苦労さまでございます。   ただいまの出席議員は１６名であります。   定足数に達しておりますので、平成２５年第３回京丹波町議会定例会を開会いたします。   直ちに本日の会議を開きます。  《日程第１、会議録署名議員の指名》 ○議長（野口久之君） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。   会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定により、１２番議員・原田寿賀美君、１３番議員・北尾潤君を指名いたします。  《日程第２、会期の決定》 ○議長（野口久之君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。   お諮りいたします。   今期定例会の会期は、本日から９月２６日までの２４日間といたしたいと思います。   これにご異議ございませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（野口久之君） ご異議なしと認めます。   よって、会期は、本日から９月２６日までの２４日間と決しました。   会期中の予定につきましては、事前に配付の会期日程表のとおりであります。  《日程第３、諸般の報告》 ○議長（野口久之君） 日程第３、諸般の報告を行います。   本定例会に町長から提出されています案件は、議案第５３号ほか２１件でございます。ほか、諮問、報告があります。   提案説明のため、寺尾町長ほか関係者の出席を求めました。   ８月３０日に議会運営委員会が開催され、本定例会の運営について協議されました。   ８月２０日には産業建設常任委員会が開催され、所管の調査研究及び現地踏査が実施されました。   また、同日、交通網対策特別委員会が開催され、委員会の調査報告について協議されまし
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た。   ８月２９日には、市町村振興協会主催の市町村議会広報研修会が開催され、委員の皆さんに研修いただきました。   また、８月３０日には、議会活性化に関する研修会を開催し、議員の皆さんに研修いただきました。   本定例会までに受理した陳情書等を議員のお手元に配付しております。   また、京丹波町監査委員より、例月出納検査結果報告がありましたので、お手元に配付しております。   今定例会より、会議へのパソコン類の持ち込みについて、議長の許可により持ち込み可能といたしましたので報告いたします。   また、京都新聞社より、写真撮影の申し出があり、許可しましたので報告します。   本日の会議に、京丹波町ケーブルテレビの撮影・収録を許可しましたので報告いたします。   以上で、諸般の報告を終わります。  《日程第４、行政報告》 ○議長（野口久之君） 日程第４、行政報告を行います。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） 皆さん、改めましておはようございます。   本日ここに、平成２５年第３回京丹波町議会定例会をお願いいたしましたところ、議員各位におかれましては、公私何かとご多用の中、ご参集いただきまして、まことにありがとうございます。また、日ごろ議員各位には、円滑な町政の推進にご支援ご協力をいただいておりますこと、ここに改めて厚くお礼を申し上げます。   今期定例会は、平成２１年１１月に町政をお預かりいたしまして以来、はや任期最終の定例会となりました。議員各位におかれましても、時の流れの速さに感じ入っておられるものと拝察いたしているところでございます。   振り返りますと、この間、私は、「安心・活力・愛のあるまちづくり」を旗印に、一貫して町民の皆様の目線に立ちまして、国及び京都府との連携を深めながら、一心に町政を推進してまいったところでございます。おかげをもちまして、私の公約であります地域医療の充実をはじめ、きめ細かな保健福祉関係事業や畑川ダム関連事業、小学校統合整備事業、さらには「丹波パーキングエリア」、仮称ではございますが、との一体的な地域振興拠点の整備、また京都府立林業大学校の誘致のほか、京都府立丹波自然運動公園施設の充実、国道２７号
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中山・白土間の歩道整備に係る調査費・設計・着手など、住民福祉の向上と本町の輝かしい未来に向けた数々の施策を着実に推進することができました。   一方、財政上の大きな課題となっておりました土地開発公社先行取得用地、いわゆる塩漬け土地の問題につきましても、計画的な買い戻しによりまして、間もなく全ての債務を解消することができる見込みであります。地方債残高の縮小など、財政健全化対策も順調に推移しておりますこと、ひとえに議員各位をはじめ、町民の皆様の絶大なご理解とご協力のたまものでありまして、ここに改めまして、心から敬意をあらわし深く感謝申し上げる次第であります。今後におきましては、残る任期を次のステップへの助走期間として、町民の皆様の幸せのために、職員と一丸となって一層の努力を傾注してまいる所存でありますので、変わらぬご指導、ご支援賜りますようにお願いを申し上げます。   さて、第二次安倍内閣発足後、初の国政選挙となった第２３回参議院議員通常選挙は、自民党が圧勝し、安倍内閣の経済政策「アベノミクス」への大きな期待がうかがわれるところであります。   ７月の月例経済報告におきましても、景気は着実に持ち直しており、自律的回復に向けた動きも見られるとされまして、昨年９月以来、１０カ月ぶりに「回復」の表現が盛り込まれたところであります。   しかしながら、地方における実感は乏しく、家計においては、円安の進行に伴うガソリン代や電気料金、また食料品の値上がりなどの副作用も指摘されているところでもございます。   この「三本の矢」とされる大胆な金融政策、あるいは機動的な財政政策、民間投資を喚起する「成長戦略」の一体的な取り組みによりまして、着実な需要の発現と雇用が創出され、真に民需主導の景気回復が進むことを、心から期待しているものであります。   本町といたしましても、基幹産業であります農林業の振興をはじめ、畑川ダムによる新たな水源と、来年度に全線開通が予定されております「京都縦貫自動車道」の完成を、本町発展の原動力として、積極的な企業誘致による雇用の確保など、地域経済の活性化に取り組んでまいりたいと考えております。   次に、本年度の主要事業の執行状況についてでございます。報告を申し上げてまいります。   まず、地域医療の確保についてでございますが、第２回定例会におきましても、報告させていただきましたが、本年度から看護業務を統括する看護師長を１名から３名に増やしました。医療体制の充実に努めると、こうしたことで努めているところであります。   また、和知歯科診療所を現在開設しております和知保健センターの２階から１階に移設するための改修工事、この工事は１０月中旬に完成する予定であります。利便性の向上が図ら
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れまして、利用者の増加につながるものと考えております。   また、町営バスの運行でございますが、須知高校生への通学助成として、本年度は、現在までに延べ２９名の方に助成金を交付いたしております。   また、和知ふるさと振興センターが実施します買い物バスを、地域包括ケアシステム推進事業における高齢者生活支援事業に位置づけまして、今後の利用状況等の分析により、住民ニーズに合った生活交通の確立を目指してまいります。   次に、丹波パーキングエリア（仮称）と一体的な地域振興拠点の整備についてでございますが、６月の定例会で議決いただきましたＤＢＯ方式による施設整備につきましては、現在、建物の基本設計に着手いたしております。その中で、町民の皆様に広く本事業の周知を図るため、事業者による説明会やワークショップが開催されております。本年度中に詳細設計が完成する予定であります。   また、造成地の整備につきましては、用地買収もほぼ完了しまして、国土交通省による造成工事や町の事業による調整池整備に着手しているところでございます。   畑川ダム関連事業につきましては、つけかえ町道２３５号線の舗装工事を、年度内の完成に向けて進めております。   また、道路新設改良事業につきましては、道路の維持及び橋梁の長寿命化を図るために、路面性状調査や橋梁修繕工事の実施設計に着手しておりまして、引き続き計画的な整備を進めてまいります。   次に、３回目の開催となります「京丹波・食の祭典２０１３」は、１０月２７日に丹波自然運動公園と須知高校を主会場として実施するべく計画をいたしました。本年度も主催団体といたしまして、京都府立須知高等学校、公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会、京都農業協同組合、京丹波町商工会及び京丹波町観光協会に参画いただきまして、準備を進めているところでございます。   企画運営は、町観光協会に委託しまして、「第２回屋台グランプリ」を計画するなど、本町の豊かな食を満喫できるイベントとして、昨年度に増して盛大に開催できることを期待しているところでございます。   なお、地域支援に関しましてですが、「町長と語るつどい」の開催状況であります。本日の瑞穂地区の一会場を残すのみとなりました。各会場とも、多くの住民の皆さんにご参加いただきまして、貴重なご意見、あるいはご提言をいただいているところであります。今後の町政運営に反映してまいりたいと考えております。   最後に、来年度の地方財政についてでありますが、８月８日に閣議了解されました財政健
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全化を進めるための中期財政計画では、来年度から２年間で、国と地方で１７兆円の収支改善が必要とされました。新規国債発行額は、前年度を上回らないよう、最大限努力することとされたところであります。   こうした中、８月３０日に、締め切られました来年度予算概算要求における総務省所管予算では、現時点では消費税増税も固まっていないことから、仮置きの計数ではありますが、地方財政収支の規模は、平成２５年度に比べまして８，０００億円増額の８２兆８，０００億円とされ、一般財源総額見込みも８，０００億円増額の６０兆６，０００億円程度とされたところであります。   こうしたことから、本町の来年度の一般財源総額につきましても、おおむね平成２５年度の水準は見込まれるものと考えておりますが、一方では、地方財政の健全化と自立を促進する上で、国の取り組みと歩調を合わせて歳出抑制を図ることとされておりまして、本町におきましては、今後とも足元を見据え、合併特例期間である平成２７年度までを目途に、一層の行財政改革に努めてまいりたいと考えております。   以上、行政報告といたします。 ○議長（野口久之君） ここで、町長より発言の申し出がございますので、許可をいたします。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） ただいま、議長から発言の許可を得ましたので、皆様方に謹んでご挨拶申し上げたいことがございます。   ご承知のとおり、平成２５年１１月５日告示、１０日投票の日程で京丹波町町長選挙が実施されることが決まっております。その町長選挙に、私、寺尾豊爾、再度立候補することを決意いたしました。   まず、議会議員の皆さんにご挨拶申し上げたいと、そんな気持ちでおりましたので、お時間をいただきました。精いっぱい、今後とも町長として頑張りたいと、そんな思いであることを申し上げて、出馬決意表明としてのご挨拶とさせていただきます。貴重なお時間、議長はじめ議員各位にいただきましたこと感謝申し上げまして、ご挨拶といたします。大変お世話になりまして、ありがとうございます。  《日程第５、請願の委員会付託》 ○議長（野口久之君） 日程第５、請願の委員会付託を行います。   本日までに受理した請願は、お手元に配付の請願文書表のとおり、総務文教常任委員会に付託しますので、報告いたします。 
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《日程第６、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について～日程第２８、認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業決算の認定について》 ○議長（野口久之君） お諮りいたします。   ただいまから上程になります日程第６、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてから日程第２８、認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業決算の認定についてまでの議案につきましては、本日は提案理由の説明のみとし、質疑、討論、採決は後日の日程としたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（野口久之君） ご異議なしと認めます。   これより、日程第６、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてから日程第２８、認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業決算の認定についてまでを一括議題とします。   町長の提案理由の説明を求めます。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） それでは、本日提案させていただきます議案につきまして、その概要を説明させていただきます。   諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につきましては、本年１２月３１日をもって任期満了となります前谷幹夫委員を引き続き委員として推薦いたしたく、ご意見をお伺いするものであります。   前谷委員におかれましては、平成２０年１月から、人権擁護委員という大変幅の広い重要な活動に誠心誠意ご尽力いただいております。人格、識見とも高く、信望の厚い方であり、引き続きまして委員として推薦させていただくことをお願いするものであります。   議案第５３号 平成２５年度京丹波町一般会計補正予算（第１号）につきましては、補正前の額１１３億１，８００万円に、今回５億９，６５０万円を追加しまして、補正後の額を１１９億１，４５０万円とすることをお願いしております。   平成２４年度繰越金及び本年度の普通交付税等の確定を受けまして、財政健全化対策を中心とした編成といたしております。   主な事業では、今後の財政需要に備えるため、財政調整基金積立事業に１億８，０００万円、先行取得用地活用対策基金積立事業に３億１，２９３万４，０００円を計上するとともに、蒲生野地内の町有地整地工事の追加費用としまして３，６００万円、自治振興補助金事業に９２８万８，０００円、ＣＡＴＶ施設管理事業に１，４４８万９，０００円を計上した
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ところであります。   また、４月の人事異動等に伴う人件費の精査を行うとともに、有害鳥獣対策事業に３８５万６，０００円、災害に強い森づくり事業に６２０万４，０００円を計上しております。   歳入につきましては、普通交付税の確定による増額３億１，８６７万８，０００円、前年度繰越金の増額２億９，１７２万８，０００円、臨時財政対策債の減額２，８１０万円を主なものとして関連する特定財源の精査により編成したものであります。   議案第５４号 平成２５年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）であります。補正前の額２０億８，００４万４，０００円に３，７４８万３，０００円を追加し、補正後の額を２１億１，７５２万７，０００円とすることをお願いいたしております。国保税の本算定による減額のほか、前年度繰越金等の確定による精査を行うものであります。   議案第５５号 平成２５年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）では、補正前の額２億１，６２３万２，０００円に１７１万６，０００円を追加しまして、補正後の額を２億１，７９４万８，０００円とすることをお願いしております。前年度繰越金の確定による精査及び人間ドック助成事業の増額等を行うものであります。   議案第５６号 平成２５年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）では、事業勘定において、補正前の額２０億２，４２０万円に１，５２６万２，０００円を追加し、補正後の額を２０億３，９４６万２，０００円とすることをお願いしております。京丹波町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画の策定に向けた調査等委託料３０２万円のほか、前年度繰越金の確定による給付費準備基金への積み立て及び前年度介護給付費負担金等の確定による返還金について計上いたしております。   なお、京丹波町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画の策定につきましては、平成２６年度にまたがる契約を締結する予定であることから、債務負担行為の設定をお願いしております。   また、老人保健施設サービス勘定では、補正前の額１億５，３５０万円に７４万円を追加しまして、補正後の額を１億５，４２４万円とすることをお願いしております。前年度繰越金の確定による精査及び人件費の増額を行うものであります。   議案第５７号 平成２５年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）では、補正前の額６４０万円に１５万４，０００円を追加しまして、補正後の額を６５５万４，０００円とすることをお願いしております。主に三ノ宮地域振興事業補助金を増額するものであります。   議案第５８号 平成２５年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）では、収益的
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支出において、医業費用と医業外費用で予算の組み替えを行うほか、資本的支出に７９４万３，０００円を追加しまして、補正後の資本的支出を１億７，７７４万３，０００円とすることをお願いいたしております。収益的支出においては、人事異動による人件費の精査等を行うものであります。資本的支出においては、京丹波町病院の心電計及び無停電装置の更新等を行うものであります。財源は、過年度分損益勘定留保資金を充当することといたしております。   続きまして、平成２４年度決算認定議案につきまして、概略を説明してまいります。   平成２４年度は、「安心・活力・愛のあるまちづくり」をより具体化していく年度としまして、各種事業が大きく進展した年度であったと考えております。   まず、地域医療の確保に関しましては、平成２４年４月から、新しく京丹波町病院に２名、和知診療所に１名の常勤医師をお迎えすることができまして、地域医療体制の充実を図ることができました。   また、和知歯科診療所では、毎週土曜日の診療を開始し、医療サービスの向上が図られたところでございます。   丹波パーキングエリア（仮称）と一体的な地域振興拠点の整備につきましては、平成２４年６月に、国土交通省から自動車専用道路との連結予定者の選定をいただきまして、事業を本格化するとともに、施設の設計・建設・運営等を包括的に委託しますＤＢＯ方式による事業者選定を進めたところであります。   また、瑞穂学校給食センターの完成によりまして、平成２５年度から全ての小中学生に安心・安全な学校給食が提供できているところであります。   そして、長年の悲願でありました畑川ダムの竣工や、京都府立林業大学校の開校など、本町の将来の発展に向けた数多くの事業が、着実に進展いたしました。   また、昨年１１月１８日に開催いたしました「京丹波・食の祭典２０１２」では、須知高校生にも大活躍をいただきまして、本町の豊かな食を全国に発信することができたところであります。   ここに、議員各位をはじめ、町民の皆様のご理解とご協力に改めまして深く感謝申し上げる次第であります。   一方、平成２４年度の我が国経済は、東日本大震災からの復興需要や景気対策等の政策効果によりまして、夏場にかけて回復に向けた動きが見られたものの、その後の世界経済の減速等を背景として、輸出や生産が減少するなど、景気の底割れが懸念される状況となったところであります。 
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  こうした状況に対しまして、新政権発足後、政府は経済再生に向けた「三本の矢」、いわゆる「アベノミクス」の強力な推進によりまして、長引く円高、デフレ不況から脱却し、雇用や所得の拡大を目指すこととされ、その第一弾として本年１月には、日本経済再生に向けた緊急経済対策を策定し、１３兆円に上る大型補正により切れ目のない経済対策を実行されたところであります。   このような情勢の中、一般会計の決算額は、歳入１２４億４，４６８万１，８７５円、歳出１２０億３，５６０万７，７５３円、うち翌年度への繰越財源６，７３４万６，０００円を差し引いた実質収支では、３億４，１７２万８，１２２円の黒字となりました。これに、京丹波町病院事業会計を除きます１４特別会計を加えました決算総額は、歳入１９１億３，９４０万３，１１２円、歳出１８６億１，６９３万２，７０８円、実質収支は４億２，２２１万４，４０４円の黒字となっております。   なお、一般会計における平成２３年度の黒字となった実質収支４億６，６７２万４，５３１円を差し引いた単年度収支は、１億２，４９９万６，４０９円の赤字でありますが、財政調整基金への積み立てを加えた実質単年度収支は、１億１，１７９万１，５９１円の黒字であります。   一般会計の主な執行状況でありますが、以下、万円単位でご報告申し上げます。   まず、総務費です。財政健全化対策として、土地開発公社先行取得用地の債務縮小に向けた土地の買い戻しに９億１，４１９万円、先行取得用地活用対策基金の積み立てに４億８４８万円を執行いたしております。   また、今後の財政需要に備えるための財政調整基金の積み立てに２億３，６７８万円、合併特例債を活用した振興基金積立事業には、１億６，４３３万円を執行しております。   なお、平成２５年度までの２カ年で整備いたします行政情報システム更新事業では、サーバー及びネットワーク機器等の再構築に１億６，９６３万円を執行しております。   このほか、地域コミュニティを育む自治振興補助金には、公民館の新設、改修及び空調設備購入を主なものとしまして、１３の自治会に４０３万円を執行したところであります。   民生費では、少子高齢化が進む中、高齢者や障害者の方々が安心して暮らすことのできる環境づくりといたしまして、児童福祉における次世代育成の充実に配慮した予算執行に努めたところであります。障害者の自立支援事業に３億２，５８３万円、介護保険特別会計繰出事業に２億５，８６８万円、後期高齢者医療制度に係る京都府後期高齢者医療広域連合への医療給付費負担金や、特別会計繰出金などの関係経費に２億５，１２９万円を執行しております。 
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  また、児童手当に２億３３４万円を執行したほか、本町の独自施策といたしまして、中学校卒業までの医療費について、月額２００円の負担とする子育て医療費助成につきましては、３，８１５万円を執行したところであります。   保健衛生費では、町民の皆様が健康で生き生きとした生活を送っていただけるように、健康診査や予防事業などの保健活動を積極的に推進しておりまして、特に、本町では各種の健診事業について住民負担を無料として運営しております。これらの経費として、母子保健事業に９８８万円、生活習慣病に着目した特定健康診査等事業に１，４４９万円、後期高齢者健康診査事業に７６６万円、がん検診事業などに４，１１８万円を執行したところでございます。   また、診療所費では、京丹波町病院事業会計への運営補助金及び南丹病院負担金などに３億９，８１７万円を執行しております。   環境衛生面では下水道会計への繰出を含め、４億７，９５３万円、清掃費では、船井郡衛生管理組合の分担金、主なものとしまして、２億７，２０５万円、簡易水道費では、４億３，９３８万円を執行しております。   環境問題に対する意識を高めまして、ごみの減量化やリサイクルの推進に努めますとともに、畑川ダム建設事業とともに、統合簡易水道事業の促進など、安全で安定した水道施設の整備に努めたところであります。   なお、住宅用太陽光発電システム設置補助金につきましては、４９件、５５０万円を執行しております。   労働費では、国の緊急経済生活支援対策事業を受けまして、丹波自然運動公園協力会やシルバー人材センターへの委託事業などによりまして、８５名の雇用を創出いたしました。このことで、１，０６１万円を執行したところであります。   農林水産業費につきましては、有害鳥獣対策をはじめ、担い手の連携による農地保全や黒大豆、小豆、そば、京野菜等の特産振興、営農組織への支援など、生産性の高い農業の実現に引き続き努めたところであります。   中山間地域等直接支払交付金に１億１，４５１万円、黒大豆、小豆、そば、京野菜等の特産物等作付奨励金に１，３５０万円、農地・水保全管理支払交付金事業に１，９２７万円を執行しまして、地域ぐるみの共同活動や営農活動支援を積極的に行うとともに、有害鳥獣対策事業として、防除施設設置事業を中心に６，２５８万円を執行したところであります。   また、農業機械の導入補助を中心とします農業振興事業に４６３万円、農道、あるいは農業用水路等の改修補助を中心とする農地保全事業に２，４４７万円を執行したほか、青年就
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農給付金の支給などを行う京力農場プラン事業に９２９万円、食の祭典の開催など、京丹波「食の郷」創造プロジェクト事業に６２５万円を執行しております。   林業費では、間伐作業等の集約化や、作業路網の改良を促進する森林整備地域活動支援事業に１，０８２万円を執行したほか、森林管理道開設事業に３，７３８万円、林道大谷線橋梁改修工事に１，２０７万円を執行しております。   商工費です。商工費では、低迷する消費経済の影響を受ける商業、中小企業に対する信用保証料補給や資金融資利子補給、商工会への小規模事業経営支援事業助成などの商工振興対策に２，９４２万円を執行したほか、京丹波町観光協会の運営補助に６００万円を執行しております。   土木費であります。土木費では、丹波パーキングエリア（仮称）と一体的な地域振興拠点整備事業に１億９，８９４万円、畑川ダム関連事業に２億１，６８１万円を執行するとともに、道路維持や新設改良費に２億９，２９３万円、河川維持管理事業に１，１２４万円を執行しております。生活基盤の一層の充実と本町の将来の発展に向けて、今後とも計画的な整備に努めてまいります。   消防費では、京都中部広域消防組合負担金に２億４，３０４万円、消防団の運営費に９，２３３万円のほか、防火水槽２基の整備や消防車両５台の更新など、消防施設費に５，６８３万円を執行しております。今後とも、安心・安全なまちづくりの基盤整備に努めてまいります。   教育費では、総額１０億３，１８３万円を執行しております。瑞穂学校給食センターの建設をはじめ、瑞穂小学校、瑞穂中学校、蒲生野中学校の配膳室の整備など、学校給食調理場等整備事業に３億４，８９３万円を執行いたしております。今後とも、教育環境の充実を図りまして、心身ともに健康な児童生徒の育成に努めてまいります。   以上、主たる決算概要につきまして、申し上げましたが、次に、普通会計をもとにしました財政構造面について申し上げます。   町税は、前年度に比べまして１，４７１万円減額の１６億７，３６３万円となりました。これは、固定資産税の評価替えによる家屋分の減少が主な要因でありますが、徴収率につきましては、現年度は前年度の９７．７４％から９８．５３％と、０．７９ポイント上昇しました。滞納繰越分は１４．２０％から１５．６６％と１．４６ポイント上昇しました。今後とも、税負担の公平性を確保するため、京都地方税機構との連携を図りながら、細やかな納税相談の実施など、一層の努力を重ねてまいります。   一方、滞納処分等の取り組みを行いながら、町税８，４６５万円、国保税４６４万円を不
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納欠損処分とさせていただきました。   特に、固定資産税におきましては、大口滞納のある法人の破産手続の廃止決定により、前年度に比べまして７，４３２万円の大幅な増加となっております。貴重な自主財源が徴収に至らなかったことは、まことに申しわけなく思っておりますが、ご理解いただきますようにお願い申し上げます。   贈与税、交付金関係でございます。主に、地方特例交付金の減少により、前年度と比較しまして４，１４７万円減額の３億６，２９４万円、地方交付税では普通交付税が固定資産税や地方特例交付金などの基準財政収入額の減少によりまして、９，４２４万円増額の４９億９，３８８万円、特別交付税は２，５１４万円減額の５億９，９４０万円となっております。   一方、歳出におきまして、支出を拘束する義務的経費では、扶助費で２，９１９万円の増額となったものの、人件費では６，２３２万円、公債費では３，５００万円の減額となり、全体では６，８１３万円の減額で、４２億２，９０３万円の決算であります。   投資的経費では、瑞穂学校給食センターの建設や、土地開発公社先行取得用地の買い戻し、また、行政情報システム更新事業、下山地内の地すべり災害復旧工事の施工などによりまして、１１億７１６万円増額の２７億９，６４２万円の決算となっております。   このような決算状況の中、財政構造の指標となります経常収支比率は、前年度比０．２ポイント増えまして８２．０％、実質公債費比率は０．９ポイント減の１４．４％となりました。経常収支比率の増加要因につきましては、主に水道事業特別会計の基金減少に伴う繰出金が増加したことによるものであります。必ずしも、行財政改革の後退を意味しているものではありませんが、これら指標の算定に大きなウエートを占めます普通交付税につきましては、合併特例による交付となっていることから、特例措置の終了及び将来の財政需要を念頭に、一層の行財政改革に努めてまいります。   次に、特別会計の決算状況でありますが、国保京丹波町病院事業会計を除く１４特別会計の歳入総額は、６６億９，４７２万円、歳出総額は、６５億８，１３２万円で、実質収支は８，０４８万円であります。   国保京丹波町病院事業会計につきましては、消費税を除いた収益的収支のうち、経常収益は９億３，２１７万円、経常費用は９億３０万円で、差し引き３，１８７万円の経常利益を確保いたしました。これに、府道京丹波三和線の拡幅改良工事に伴う質美診療所用地の一部売り払いによる特別利益６万６，０００円を加えまして、当年度純利益は３，１９４万円となりまして、当年度未処理欠損金は１億６，２００万円となりました。   今後とも、経営改善に努めまして、繰越欠損金の縮小を目指してまいります。 
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  なお、資本的収支では、収入総額１億６，４４３万円に対しまして、支出総額は１億８，０６９万円となり、収支差額の１，６２６万円は、過年度分損益勘定留保資金を補填したところであります。   以上、申し上げまして提案理由の説明とさせていただきます。提案させていただきました議案は２３件であります。細部につきましては、会計管理者、または所管する課長から説明させますので、何とぞ慎重にご審議賜りまして、原案にご賛同いただきますように、よろしくお願いを申し上げます。 ○議長（野口久之君） 補足説明を担当課長から求めます。   議案の説明は、日程順にお願いをいたします。   下伊豆住民課長。 ○住民課長（下伊豆かおり君） それでは、諮問第１号につきまして、補足説明を申し上げます。   先に町長より、人権擁護委員候補者の推薦につきまして説明がございましたが、現在ご活躍をいただいております前谷幹夫さんが、平成２５年１２月３１日に任期満了となられます。引き続き人権擁護委員として再推薦いたしたく、議会の意見を求めるものでございます。   諮問第１号を読み上げまして、補足説明とさせていただきます。   諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について   下記の者を人権擁護委員の候補者として推薦したいので、人権擁護委員法（昭和２４年法律第１３９号）第６条第３項の規定により議会の意見を求める。 記   住所 京都府船井郡京丹波町下山岩ノ上６９番地   氏名 前谷幹夫 昭和１９年１０月８日生   平成２５年９月３日提出   京丹波町長 寺尾豊爾   提案理由 人権擁護委員の任期満了に伴い、人権擁護委員候補者を推薦する必要があるため   以上でございます。   裏面に主な職歴等を記載しておりますので、ご確認いただきまして、よろしくお願いいたします。 ○議長（野口久之君） 伴田総務課長。 ○総務課長（伴田邦雄君） それでは、議案第５３号 平成２５年度京丹波町一般会計補正予
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算（第１号）につきまして、補足説明を申し上げたいと思います。   今回の補正予算につきましては、既定の歳入歳出予算に５億９，６５０万円を追加し、補正後の額を１１９億１，４５０万円とすることをお願いするものでございます。   概要といたしましては、町長の提案理由の説明にございましたとおり、平成２４年度の繰越金と本年度の普通交付税の確定等によりまして、５億８，３００万円余りの一般財源が確保できましたことから、今後の財政需要に備えるための財政調整基金への積み立てのほか、土地開発公社先行取得用地の買い戻しのための先行取得用地活用対策基金への積み立てなど、財政健全化対策を中心とした編成とさせていただいたところでございます。   それでは、ページをめくっていただきまして、第１表につきましては、後ほど事項別明細書により説明をさせていただきたいと思います。   ６ページをお願いいたします。   第２表の地方債の補正でございますが、内容は後ほど事項別明細書の７ページの町債のところでご確認をいただきたいというふうに思いますが、まず、合併特例事業債につきましては、９，８４０万円を減額させていただいております。   これにつきましては、３月の補正予算で説明をさせていただきました地域の元気臨時交付金の額の通知がございましたので、３月の補正予算で計上しておりました３０２万円を控除した１億４，８００万１，０００円を、今回地方単独事業の財源に充当をさせていただいておりまして、合併特例債に関しましては、和知歯科診療所改修事業及び和知保健センター改修事業、また畑川ダム関連整備事業、中央公民館改修事業につきまして、この臨時交付金を充当することとし、さらに道路改良事業の１路線でございますが、町道口八田中畑線道路改良事業につきましては、緊急防災・減災事業債に振り替えを行ったことによりまして、９，８４０万円の減額となったところでございます。   次に、過疎対策事業債につきましては、３，２５０万円を減額させていただいております。   これにつきましても、地域の元気臨時交付金を充当したことによる減額でございますが、この交付金事業につきましては、平成２５年度内の完了が必要でありますことから、年度内の完成が確実に見込めます町道笹尾中央線と町道須知琴滝線の改良事業につきまして充当をしたものでございます。   ７ページの、緊急防災・減災事業債につきましては、先ほど申し上げました町道口八田中畑線道路改良事業分の合併特例債からの振り替えでございまして、２，２００万円の計上としております。   また、臨時財政対策債につきましては、２，８１０万円を減額させていただいていおりま
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す。平成２５年度分が確定をいたしましたので、その額まで減額をさせていただいたところでございます。   合計では、１億３，７００万円の減額となりまして、補正後の発行額につきましては、１１億６，０８０万円とさせていただいております。うち交付税の算入につきましては、約８１％の９億３，７００万円余りが交付税算入をいただける地方債となっているところでございます。   次に、補正予算の主だった項目について説明をさせていただきたいと思います。   事項別明細書の９ページをお願いいたします。   まず、歳出からでございますが、人件費関係につきましては、各費目を通じまして４月の人事異動に伴いまして、精査を行っておりますので、よろしくお願いを申し上げたいと思います。   １０ページでございますが、財産管理費の財産管理事業でございます。１行目の工事請負費で町有地整地工事として３，６００万円を計上させていただいております。   これにつきましては、本日、お手元のほうにカラー刷りの整地工事の概要を示した資料をお配りさせていただいておりますけれども、この土地につきましては、４月の臨時議会でもご審議をいただきました土地開発公社から買い戻しを行いました蒲生野地内の町有地、約２．４ヘクタールでございますが、これを整地いたします。整地後の有効面積につきましては、１万４，４００平米を見込んでおるところでございます。   この整地に要する費用でありますが、当初予算におきましては、概算見積もりによりまして３，０００万円を予算計上し、これをお認めいただいたところでございますが、その後、造成設計を進める中で、法面施工につきましては、資料で申しますと緑色の部分が盛土となっております。茶色で表示しております部分は切土でございますが、この盛土部分につきまして種子吹きつけとしておりましたものを、今回、筋芝工に変更するとともに、当初予算では計上できておりませんでした抜根、除根費用を算定いたしました。   さらに、特に排水溝につきまして、資料で申し上げますと、上側の緑色で表示した盛土部分の真ん中に青い線で表示しております小段の排水のみとしておりましたものを、今回黄色く表示しております整地部分の外周、ちょっと色が茶色っぽくなっておりますけれども、その部分、それから、敷地全体の上半分に敷設すると、外周道路に沿って敷設する計画として追加をお願いしたところでございます。   なお、詳細につきましては、実施設計において今後詰めていくということにしておりますので、まだ確定したものではございませんけれども、町有地の有効活用に向けまして、早急
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に調整を行いまして、年度内には工事を完了したく考えておるところでございます。   次に、事業項目の４番目になりますが、瑞穂地区旧学校施設管理事業につきましては、負担金補助及び交付金の町有財産有効活用支援負担金といたしまして、８４万円を計上しております。   これは、現在、旧質美小学校を地元の振興会によりまして、図書室やカルチャーセンター、また喫茶室などに積極的にご活用をいただいておりますが、さらに空き教室等を利用いたしまして、事業の拡大を行いたいという意向でございまして、この場合、利用面積が３００平米を超えることとなりまして、自動火災報知機の設置が必要となるということから、今回その費用を負担させていただくこととしたものでございます。   次の欄の積立金でございますが、これにつきましては、冒頭に申し上げましたが、平成２４年度の繰越金や普通交付税の確定による一般財源の増加分を、今後の財政需要に備えるために財政調整基金に１億８，０００万円、先行取得用地活用対策基金に３億１，２９３万４，０００円を積み立てることとしたところでございます。   次に、最下段でございますが、地域振興事業費の自治振興補助金事業９２８万８，０００円につきましては、本年度の申請をもとに増額をさせていただいておりまして、町内１８の団体様に、主には公民館の耐震改修や屋根改修、また複写機の購入について補助する予定とさせていただいております。   次に、少しページを飛ばさせていただきまして、１４ページをお願いいたします。   上から二つ目でございますが、民生費の保育所費の工事請負費１５３万１，０００円でありますが、これにつきましては、みずほ保育所のテラス屋根の設置工事につきまして、直づけタイプから独立タイプへの変更による増額分を計上したものでございます。   次に、下段の衛生費の保健センター管理事業といたしまして、工事請負費１７０万円の増額でありますが、和知保健センターの外壁補修につきまして、現場調査により増額が必要となったほか、リハビリ室の出入り口スロープ等の改修を追加させていただくものでございます。   次に、１５ページの下段でございますが、農業振興費の事業項目の真ん中でございますが、有害鳥獣対策事業として３８５万６，０００円を計上させていただいております。   内訳といたしましては、報償費のシカ捕獲強化事業奨励金３４１万６，０００円と、委託料で、次のページの説明欄の三つ目でございますが、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業委託料の４４万円でございます。   まず、シカ捕獲強化事業奨励金３４１万６，０００円でございますが、これにつきまして
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は、京都府の新たな事業といたしまして、狩猟による鹿の捕獲に対しまして、報奨金を支給するということになっておりまして、狩猟期間中に限りまして、４頭目から１０頭目までの７頭分を限度といたしまして、１頭当たり４，０００円を支給するというものでございます。   したがいまして、一人当たり最高２万８，０００円ということでございますので、町内の狩猟者の登録数、１２２名分を計上させていただいたところでございます。   また、鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業委託料４４万円につきましては、これにつきましては、国の緊急捕獲対策によりまして、今回、鹿について２，０００円を上乗せをすることといたしまして、本年度におきましては、１０月から猟期までの間について、集中的に実施をするということでいたしまして、２２０頭分について計上させていただいたところでございます。   次に、負担金補助及び交付金の説明欄でございますが、青年就農給付金３００万円でありますが、これは京力農場プラン事業における給付金でございますが、当初予算におきましては、９名を予定しておりましたが、２名分を追加するものでございます。   また、次の、ほんまもん京ブランド産地支援事業補助金２８６万１，０００円につきましては、ＪＡさんが取り組まれます伏見トウガラシのパイプハウス２棟と、高温防止対策用の遮光資材２枚の追加分に対する補助でございます。   次に、下段の農村情報施設管理費でありますが、ＣＡＴＶ施設管理事業で１，４４８万９，０００円を計上させていただいております。   この内容につきましては、次のページの需用費の修繕料２２０万５，０００円につきましては、和知の気象観測器が落雷により故障しておりまして、その修繕料を計上しております。   また、次の設備保守点検管理等委託料３７０万５，０００円につきましては、ＯＮＵと申します光信号と電気信号を変換する装置でございますが、これが落雷等による故障でありましたり、あるいは新規加入者用に必要というふうなことで、６０台分を追加するものでございます。   また、次の工事請負費につきまして、ＣＡＴＶ施設整備工事７６万７，０００円につきましては、現在、瑞穂地区の水呑地内にございますケーブルテレビの第二受信点でございますが、この受信レベルが低下をしておりまして、知野辺の吉尾山にあります第一受信点が故障した場合に、この第二受信点に切りかえましてもカバーすることができなくなるというふうなことで、今回、第二受信点の改修工事を計上させていただいたところでございます。   また、備品購入費の施設備品２８０万１，０００円につきましては、番組素材保管用のハードディスクでありますとか、議場用に備えましたカメラ、また出張先でも番組編集が可能
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となりますパソコンの購入費などを計上させていただいたところでございます。   また、告知端末機の購入費４０８万７，０００円につきましては、現在、告知端末機が年間７０台程度必要となっておりますが、近々その告知端末機の仕様が変更になるというふうな予定でございますことから、機器が混在するというふうなことで、混在を避けるために２年分程度１４０台分の告知端末機を購入しておくということとしたものでございます。   次に、最下段でございますが、林業振興費の事業項目の災害に強い森づくり事業６２０万４，０００円につきましては、瑞穂地区の水呑地内の風倒木処理の事業でございますが、京都府への要望額が全額採択をされたというふうなことで、来年度に予定しておりました事業分を、前倒しで計上したものでございます。   なお、これをもって事業完了となるものでございます。   少しページを送っていただきまして、２３ページをお願いいたします。   下段の学校給食費でございますが、学校給食事業で３８１万４，０００円を計上させていただいております。４月から新しい学校給食体制で実施をしておるわけでございますが、調理の人員体制等を整える上で、臨時雇用賃金でありますとか、シルバー人材センターへの委託料を増額させていただいたところでございます。   また、２４ページでございますが、備品購入費の一般備品１１６万８，０００円につきましては、今回、精査をする中で、不足する食器類等の補充経費を計上したものでございます。   戻っていただきまして、３ページをお願いしたいと思います。   ３ページから歳入でございますが、まず、地方特例交付金につきましては、住宅ローン控除による住民税の減収分の一部補填として交付されるものでございますが、平成２５年度分の交付決定による減額をさせていただいております。   次に、普通交付税でございますが、３億１，８６７万８，０００円を増額しております。当初予算におきましては、４９億４，０００万円余りを見込みまして、２億９，０００万円余りを留保財源として４６億５，０００万円を予算化しておりましたけれども、当初予算見込みと比べて２，４９４万８，０００円増額の４９億６，８６７万８，０００円が決定をされたところでございます。   なお、平成２４年度実績と比較いたしますと、２，５２０万６，０００円の減となっているところでございます。   その他、各種の特定財源につきましては、歳出の補正に合わせ精査を行ったものがほとんどでございますが、特に４ページでございますけれども、総務費国庫補助金でございますが、９，７９５万５，０００円でございますが、市町村合併推進体制整備国庫補助金につきまし
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ては、小型ポンプ付積載車の財源振り替えを行ったものでありまして、救助資機材搭載型積載車には、今回５ページの消防費補助金のところに出てまいりますけれども、５０１万１，０００円を計上しております。   これにつきましては、京都府の地域防災力総合支援事業補助金がついたということでございますので、その残額と５台の積載車には、次の地域の元気臨時交付金を充てることといたしましたために、当初予定しておりました５，００４万６，０００円を減額しております。   そして、地域の元気臨時交付金につきましては、地方債の説明でも申し上げましたが、通知をされました交付金の額のうち、３月の補正予算に計上しました３０２万円を控除した１億４，８００万１，０００円を今回、計上させていただいたところでございます。   また、下段でありますが、府補助金の農業費補助金につきましては、緑の公共事業補助金といたしまして、狩猟による鹿捕獲に係る補助金のほか、京力農場プラン事業における青年就農給付金分などを計上させていただいたものでございます。   以上、簡単でございますが、議案第５３号 一般会計補正予算（第１号）の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 ○議長（野口久之君） 下伊豆住民課長。 ○住民課長（下伊豆かおり君） 続きまして、議案第５４号 平成２５年度京丹波町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について、補足説明を申し上げます。   今回の補正は、補正前の予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，７４８万３，０００円を追加し、補正後の額を２１億１，７５２万７，０００円とするものでございます。主に歳入では、本年度の国保税の本算定に結果に基づく保険税の調整と前年度繰越金の確定に伴うもの、歳出では、昨年度の療養給付費負担金等の精算により生じました返還金の補正でございます。   それでは、主なものにつきまして、歳入から説明をさせていただきます。   事項別明細書の３ページをお願いいたします。   最初に歳入では、１款、国民健康保険税につきまして、平成２５年度分の本算定と、これまでの異動分を反映させた結果、一般被保険者分では、医療分後期高齢者支援金分、介護納付金分を合わせまして６８７万９，０００円の減、退職被保険者分では７万６，０００円の減、保険税全体では６９５万５，０００円の減額といたしております。   今年度の本算定の状況といたしましては、国保税の課税の対象となります４月１日時点の被保険者数世帯数は、一般退職を合わせた全体として、当初予算編成時点よりも一時的に増えましたが、その後の資格喪失や後期高齢者医療への移行により減少していること、平成２４年中の基準総所得の金額が、当初の見込額を下回ったことが主な理由でございます。 
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  また、昨年度に比較して、軽減の対象者が少し増えておりますが、未申告者の方への申告勧奨を行った結果、申告をされた方が増え、適正な軽減判定により適正な課税につながったと考えております。   次に、３ページの最下段、３款、国庫支出金から４ページの６款、府支出金までは、今年度の交付金見込額が判明したことから精査いたしております。   ９款、繰入金、１項、他会計繰入金、一般会計繰入金では、事務費に係る繰入金として５０万円を追加とし、２項の基金繰入金では、１，２８４万６，０００円を減額し、後ほど説明させていただきます歳出総額との収支のバランスをとらせていただいております。   １１款の繰越金につきましては、当初予算編成時点において、基金繰り入れが必要で繰越金は発生しないものとしておりましたが、最終的に国保税の収納額が伸びたことや、平成２４年度において、療養給付費等負担金などが過大交付となったことから、前年度繰越金として５，７２２万１，０００円を追加させていただくことになりました。   続いて、６ページの歳出をお願いいたします。   歳出１款、総務費の国保運営事務事業におきましては、現在、国保中央会で開発が進められておりまして、年度内にリリースされる見込みの国保データベースシステムを稼働させるのに必要な端末について、保守期限が切れる現在の特定健診システム用の端末の更新を前倒しすることにより、１台のパソコンで両方のシステムを稼働させるべく、国保連合会によります共同調達に参加することとして、予算の追加をお願いするものでございます。   また、３款、後期高齢者支援金から６款、介護納付金までは、今年度の納付すべき額が確定したことに伴いまして精査したものでございます。   最後に、１１款、諸支出金につきましては、平成２４年度の保険給付費等の実績に基づき、超過交付分を返還することとなりましたので、所要額３，８３２万円を計上いたしております。   主なものといたしましては、国庫支出金の療養給付費等負担金の返還分として３，４６２万２，０００円、退職者医療に係ります療養給付費交付金の返還金として３７７万円などでございます。   国保会計につきましては、以上でございます。   続いて、議案第５５号 平成２５年度京丹波町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についての補足説明を申し上げます。   今回の補正は、補正前の予算総額に歳入歳出それぞれ１７１万６，０００円を追加し、補正後の額を２億１，７９４万８，０００円とするものでございます。 
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  それでは、歳入から説明をさせていただきます。事項別明細書の３ページをお願いいたします。   歳入の４款、繰越金につきましては、平成２４年度からの繰越金が確定いたしましたので、９９万６，０００円を追加するものです。   また、５款の諸収入につきましては、歳出に計上いたしました人間ドック助成金の追加に伴い、広域連合からの助成金７２万円を計上いたしております。   続いて、４ページの歳出につきましては、歳入の繰入金の計上に伴いまして、平成２４年度出納整理期間に収納いたしました保険料について、２款、後期高齢者医療広域連合納付金の過年度分保険料として６５万９，０００円を追加するものでございます。   ３款の保健事業費では、これまでの人間ドックの申し込み状況から、人間ドック助成事業に７２万円の追加をお願いいたしております。   また、４款、諸支出金には、平成２４年度に広域連合から交付を受けました人間ドック助成金の精算に伴い、返還が必要となった３３万７，０００円を追加させていただいております。   以上、簡単ではございますが、京丹波町後期高齢者医療特別会計の補正予算の説明とさせていただきます。ご審議いただきましてご議決賜りますよう、よろしくお願いいたします。 ○議長（野口久之君） 岡本保健福祉課長。 ○保健福祉課長（岡本佐登美君） それでは、議案第５６号 平成２５年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）の事業勘定分につきまして補足説明を申し上げます。   今回の補正は、事業勘定において、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ１，５２６万２，０００円を追加し、歳入歳出の総額を２０億３，９４６万２，０００円とさせていただくものでございます。   それでは、３ページの第２表、債務負担行為をお願いいたします。   平成２７年度からの京丹波町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画の策定に係ります費用でございます。平成２５年度には、ニーズ調査を行いまして、平成２６年度に計画を策定することとしておりますので、平成２６年度に必要な経費３７６万円につきまして、債務負担行為を設定させていただくものでございます。   次に、歳入を説明させていただきます。事項別明細書の３ページをお願いいたします。   ３款、国庫支出金につきましては、平成２４年度分の介護給付費負担金確定による増額分を計上させていただくものでございます。   ７款、繰入金につきましては、歳出、総務費に係ります事務費分３０３万１，０００円の
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増額をお願いいたしております。   ８款、繰越金につきましては、前年度繰越金としまして、１，０２８万１，０００円を追加するものでございます。   次に、４ページの歳出をお願いいたします。   １款、総務費では、京丹波町高齢者福祉計画及び第６期介護保険事業計画策定に係りますニーズ調査費用を追加させていただくものでございます。   ４款、基金積立金につきましては、介護保険給付費準備基金積立金として３６７万２，０００円を追加するものでございます。この積立金の原資は、介護給付費負担金の過年度分と前年度繰越金の余剰分でございます。   ６款、諸支出金につきましては、介護給付費負担金及び地域支援事業費の確定に係ります国・府及び支払基金への返還金でございます。   以上、大変簡単ではございますが、議案第５６号、事業勘定分についての補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 ○議長（野口久之君） 藤田医療政策課長。 ○医療政策課長（藤田正則君） 続きまして、議案第５６号 平成２５年度京丹波町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）のうち、老人保健施設サービス勘定の補正予算につきまして、補足説明を申し上げます。   まず、老人保健施設におきましては、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ７４万円を増額いたし、補正後の額を１億５，４２４万円とすることをお願いするものでございます。   細部につきましては、事項別明細書によりまして説明させていただきます。事項別明細書の３ページでございます。   ２．歳入の繰入金におきましては、前年度繰越金として７４万円が確定しましたので、追加計上させていただくものでございます。   次に、４ページの３．歳出に移らせていただきます。   歳出の一般管理費では、老健施設関係の職員及び人件費関係の所要額の精査を行い、また清掃業務委託料には、１１万２，０００円の追加をさせていただいており、物品の借上料として医師、看護師らの白衣の借上料として、３６万円を追加させていただくものでございます。   また、５ページの目１、施設介護サービス事業費におきましては、医薬材料費に５０万円の減額、給食業務委託料に６６万円の減額をお願いするものでございます。これらは、平成２４年度決算が見えてきましたことによりまして、現状とあわせて精査を行うものでござい
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ます。   以上、簡単ではございますが、老人保健施設サービス勘定の補足説明とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 ○議長（野口久之君） 中尾瑞穂支所長。 ○瑞穂支所長（中尾達也君） 続きまして、議案第５７号 平成２５年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計補正予算（第１号）につきまして、補足説明をします。   今回の補正予算（第１号）は、補正前の額６４０万円に１５万４，０００円を追加し、補正後の額を６５５万４，０００円とさせていただくものでございます。   先に、歳出の補正額についてご説明させていただきます。事項別明細書４ページ、最終ページでございますが、そちらのほうをごらんください。   １款、総務費、２目、財産管理費、２２節、補償補填及び賠償金では、猪鼻区貸付地の一部を株式会社京都環境保全公社に仮設駐車場用地として貸し付けを行ったことで、貸付料の１０％を、地元に補償費として支出するものでございます。   ３目、諸費、１９節、負担金補助及び交付金で、三ノ宮地域振興補助金事業に追加申請があったことから、執行状況を精査の上、不足分について今回増額をするものでございます。   次に、歳入の補正額でございます。事項別明細書３ページをごらんください。   １款、財産収入、１節、土地貸付収入で、猪鼻区貸付地の一部を、株式会社京都環境保全公社に貸し付けを行ったことから貸付料を今回、追加をさせていただくものでございます。   ３款、繰越金、１節、前年度繰越金では、前年度繰越金の額の確定によりまして、１５万１，０００円を増額しております。   戻りまして、２款、繰入金、１節、財政調整基金繰入金では、収支の均衡を図るために３万１，０００円を繰り入れ、その財源とするものでございます。   ４款、諸収入、１目、雑入、１節、雑入では、高圧線下保安伐採補償料を平成２４年度末に受け入れを完了したため、当初予算に計上しておりました額につきまして、今回、減額をするものでございます。   以上、補足説明とさせていただきます。ご審議賜りますよう、よろしくお願いいたします。 ○議長（野口久之君）  藤田医療政策課長。 ○医療政策課長（藤田正則君） 続きまして、議案第５８号 平成２５年度国保京丹波町病院事業会計補正予算（第１号）について、補足説明を申し上げます。   病院事業会計におきましては、最初に全体の補足説明を申し上げまして、その後、各医療施設ごとの補足説明を申し上げさせていただきます。 
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  まず、病院事業会計の全体の補正予算につきましては、収益的収入及び収益的支出の補正としましては、補正額をゼロ円とするものでございます。   また、資本的収支におきましては、７９４万３，０００円を追加いたし、補正後の資本的収入をゼロ円とし、資本的支出では、７９４万３，０００円を追加して、資本的支出を１億７，７７４万３，０００円にすることをお願いするものでございます。   支出に対して収入が不足する額、７９４万３，０００円は、過年度分損益勘定留保資金で補填することといたしております。   また、当初予算第６条で定めております議会の議決を得なければ流用することのできない経費のうち、職員給与費につきましては、４８２万２，０００円を減額いたし、職員給与費については、補正後の額を５億４，４４０万２，０００円とすることをお願いするものでございます。   それでは、医療施設ごとにご説明を申し上げます。   めくっていただきまして、補正予算（第１号）説明書の１ページをごらんください。   まず、京丹波町病院におきましては、病院事業収益的収入及び支出におきまして、病院事業収支の補正額としてはゼロ円とするものでございます。収益的支出における目の内容としましては、目１の給与費の職員及び人件費関係の所要額の精査を行い、目２の材料費には、診療用器具に５９万円を、目３の経費では、節の修繕費として医療施設の無停電装置の点検、厨房の電磁調理器の修繕等に１１０万円を、また、節の委託料では、在宅医療酸素機器や医事業務等の追加として、計２４３万７，０００円を計上して、目５の資産減耗費に医療器械の除却として６０万１，０００円を、また、項２、医業外費用として消費税に２２万円を計上いたし、款、京丹波町病院事業費用として、補正額差し引きゼロ円としてお願いするものでございます。   次に、京丹波町病院和知診療所でございますが、めくっていただきまして、３ページになります。   和知診療所の収益的収入及び支出におきましては、補正額をゼロ円とするものでございます。   収益的支出における目の内容といたしましては、目１の給与費で、職員及び人件費関係の所要額の精査を行いまして、目２の材料費に、薬品費に３４０万６，０００円の減額を行いまして、目３の経費では、節の委託料では、医事業務を病院と診療所の一本契約として改善を進めていったため、３０万１，０００円の減額をお願いいたし、款、和知診療所事業費用といたしましては、補正額差し引きゼロ円としてお願いするものでございます。 
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  次に、京丹波町病院和知歯科診療所でございますが、同じく３ページの中段以降になりますが、歯科診療所の収益的収入及び支出におきましても、補正額をゼロ円とするものでございます。   収益的支出における目の内容といたしましては、目の給与費、職員及び人件費関係の所要額の精査を行い、目の経費では、節の光熱水費で新しく診察室を移設する保健センター１階部分での光熱水費の費用分として３８万円を、目、委託料では、同じく１階への行政ネットワークの移設委託費用として、また、施設清掃業務に合わせて８０万円をお願いいたし、款、和知歯科診療所事業費用としては、補正額差し引きゼロ円としてお願いするものでございます。   最後に、めくっていただきまして５ページでございますが、資本的支出におきましては、京丹波町病院の項２、建設改良費につきまして、器械備品購入として、７９４万３，０００円を補正計上させていただくものでございます。   内容は、心電計、無停電装置、超音波装置、胃カメラのファイバー保管庫及び質美診療所のレセコン機器の購入等に合計７９４万３，０００円をお願いするものでございます。   なお、財源といたしましては、過年度分損益勘定留保資金を充てることといたすものでございます。   以上、病院事業会計補正予算に係る補足説明とさせていただきます。ご審議いただきまして、ご議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 ○議長（野口久之君） これより、暫時休憩をいたします。１０時５０分まで。 休憩 午前１０時３３分 再開 午前１０時５０分 ○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を続けます。   谷口会計管理者。 ○会計管理者（谷口 誠君） 失礼します。   平成２４年度京丹波町歳入歳出決算の説明をさせていただきます。   それでは、認定第１号 平成２４年度京丹波町一般会計から認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業会計までの１６会計につきまして、ご説明をさせていただきます。   認定第１号 平成２４年度京丹波町一般会計歳入歳出決算からご説明をさせていただきます。   １ページ、実質収支に関する調書でございます。   平成２４年度一般会計決算額は、歳入総額１２４億４，４６８万１，８７５円、対前年度
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比５．８％の増、歳出総額１２０億３，５６０万７，７５３円で、対前年度比７．２％の増となりました。歳入歳出差引額は、４億９０７万４，１２２円、また、形式収支から繰越財源６，７３４万６，０００円を差し引いた実質収支は、３億４，１７２万８，１２２円の黒字決算となったところでございますが、前年度の実質収支と比較した単年度収支は、１億２，４９９万６，４０９円の赤字となり、財政調整基金積立金を考慮した実質単年度収支につきましては、１億１，１７９万１，５９１円の黒字決算となったところでございます。   それでは、歳入からご説明を申し上げます。事項別明細書１４ページからでございます。   １款、町税は、総額１６億７，３６３万４，５３７円で、前年度に比べ０．９％の減となりました。   税目別ですが、町民税では、６億４，３６８万６５１円で、対前年度比４．９％の増、また、固定資産税は、８億８，０８９万５，９４５円で、対前年度比４．６％の減となりました。   町税の減収の主な要因といたしましては、平成２４年度は、３年に一度の評価替えの年になり、主に家屋評価の見直しに伴い、固定資産税が減少となったことが要因と考えられます。   町税の収入未済額は、１億７，７１３万７，９０８円で、８，４６５万２，０５１円を不納欠損として、個人町民税４６人、法人町民税１業者、固定資産税では９１人、軽自動車税では６５人について、地方税法に基づきまして処理をさせていただいたところでございます。   なお、徴収率につきましては、現年度分は９８．５％、平成２３年度は９７．７％でしたので、０．８ポイント上昇した結果となりました。   次に、１６ページでございます。   ２款、地方譲与税は、９，９０７万８，１３６円で、対前年度比６．４％の減。   ３款、利子割交付金は、４７８万２，０００円で、対前年度比９．４％の減。   ４款、配当割交付金は、３７１万５，０００円で、対前年度比４．２％の増。   １８ページに移りまして、５款でございます。株式等譲渡所得割交付金は、９０万８，０００円で、対前年度比１０．６％の増。   ６款、地方消費税交付金は、１億４，７４１万１，０００円で、対前年度比３．１％の減でございます。   ７款、ゴルフ場利用税交付金は、５，８２３万５，０３０円で、対前年度比５．９％の減となっております。   ８款、自動車取得税交付金は、４，０９１万５，０００円で、対前年度比１７．６％の増となりました。地方特例交付金は、４０９万９，０００円で、対前年度比８８．７％の減と
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なりました。   ２０ページにいかさせていただきます。   １０款、地方交付税につきましては、総額５５億９，３２８万８，０００円の収入で、普通交付税におきましては、４９億９，３８８万４，０００円で、対前年度比１．９％の増となりました。   また、特別交付税につきましては、５億９，９４０万４，０００円、対前年度比４．０％の減となっております。   １１款にいかさせていただきます。交通安全対策特別交付金は、３８０万６，０００円で、対前年度比１．５％の減となりました。   １２款、分担金及び負担金は、総額８，０５６万２，７６９円で、分担金が７１９万２，８２５円、負担金が７，３３６万９，９４４円の収入で、対前年度比１．３％の減となりました。   続きまして、２４ページをお願いします。   １３款の使用料及び手数料でございます。総額２億８，９２３万４，４９５円で、対前年度比１．１％の増となりました。   なお、丹波町農村情報連絡施設使用料、丹波地域の旧の有線放送ですが、地方税法第２３６条第１項の規定に基づきまして、２件で１万２，６００円の不納欠損を処理させていただいたところでございます。   次に、少しページを飛びまして、３２ページをお願いいたします。   １４款の国庫支出金でございます。総額７億３４９万３，０３７円で、対前年度比０．８％の減となりました。   次に、４２ページをお願いします。   １５款、府支出金は、総額６億６，５９９万１，５４２円で、対前年度比１．０％の増となりました。   次に、６８ページをお願いします。   １６款でございます。財産収入は、７，３３２万８，１８４円で、対前年度比２３．２％の減となりました。これは、平成２３年度丹波綾部道路改築工事に係る国土交通省への土地の売却等で増収となっていましたので、今年度はその分が減っているということになっております。   続きまして、７２ページをお願いします。   １７款、寄附金は、１３８万７，０００円で、対前年度比７８．６％の大きな減となりま
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した。   これは、平成２３年度につきまして、財団法人京都府市町村消防賞じゅつ基金協会から消防関係に寄附金として、６０６万８，５９６円の一時的な収入がありましたので、今年度につきましては、その分が減って大きな減収となっております。   １８款、繰入金、繰入金につきましては、９億４，５１９万７，５１７円となり、対前年度比１２３．３％の大幅な増となっております。   これは、７５ページの先行取得用地活用対策基金の繰入金が、９億１，４１９万８，６３５円となり、昨年度よりも５億２，２８８万５，３５４円の増額となり、これが大きな要因となっております。   ７６ページをお願いします。   １９款、繰越金でございます。平成２３年度繰越事業分６，４８１万６，０００円を含め、５億３，１５４万５３１円でございました。   ２０款、諸収入は、総額１億９，２４７万５，０９７円で、対前年度比９．６％の減となりました。   最後に、９２ページをお願いいたします。   ２１款、町債でございますが、総額１３億３，１６０万円となり、前年度と比較しますと、６２．０％の大幅な増額となりました。   これは、過疎対策事業債を活用した学校給食施設整備事業債の借り入れが、２億８，４８０万円、同じく過疎対策事業債を活用した道路改良事業債が、前年度と比較しますと、１億５２０万円の増額。同じく、過疎対策事業債を活用した山村開発センター改修事業債に、３，２４０万円。また、緊急防災・減災事業債を活用した中学校施設整備事業債に、４，４５０万円などが主な要因となりました。前年度に引き続き、交付税導入のある有利な地方債の活用や、新規発行債の抑制を図り、行政改革大綱に掲げました実質公債費比率１８％以下の達成に取り組んできたところでございます。   なお、今年度につきましては、１４．４％となり、前年度よりマイナス０．９％となっております。   以上、簡単ですが、一般会計の歳入の説明とさせていただきます。   続きまして、歳出の説明をさせていただきます。   ９６ページをお願いいたします。   １款、議会費の総額は、１億３２９万４，５０６円、対前年度比１０．０％の減となりました。 
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  これは、議会共済会負担金が昨年度と比較しますと減となったためでございます。   次に、９８ページ、２款でございます。総務費の総額は、２９億８，９７２万５，２９６円で、対前年度比１５．３％の増となりました。   総務費の主な事業といたしましては、１０６ページからの５目、財産管理費でございますが、１０７ページをお願いします。１０７ページの土地購入費ですが、まちづくり推進用地購入費として、曽根地内３筆、蒲生野地内２筆、また国道用地先行事業用地購入費を合わせまして、９億１，４１９万８，６３５円を支出いたしております。   １０９ページをお願いします。   積立金では、財政調整基金に、２億３，６７８万８，０００円、合併特例債を活用した振興基金に、１億６，４３３万９，０００円、先行取得用地活用対策基金に、４億８４８万３，０００円などを積み立てております。   繰出金では、土地開発基金繰出金として、９９５万７，５０１円の繰り出しを行っております。   続きまして、１１０ページでございます。   ７目の支所費では、飛びまして１１５ページ、旧和知第二小学校解体工事費といたしまして、１，８５１万４，６５０円を支出いたしております。   １１４ページの９目の諸費では、いろいろページを言って申しわけありません。１１７ページ、諸費の１１７ページ、グリーンランドみずほ管理運営委託費に、２，１００万円、道の駅「瑞穂の里さらびき」改修工事費に２，４８９万６，５５０円を支出いたしております。   １１６ページからの１０目、交通対策費では、１１９ページ、町営バス運営事業特別会計繰出金として６，０８０万円の繰り出しを行っております。   続きまして、１１８ページの１１目、地域振興事業費では、１３地区の事業に対しまして、コミュニティ活動助成として、自治振興補助金４０３万３，０００円、また、協働のまちづくり推進、住民自治組織の組織化を支援する住民自治組織まちづくり交付金を５団体に、１３８万４，９００円を交付しております。   １２目、電算管理費では、１２１ページでございますが、電算システム更新工事請負費では、行政情報ネットワークシステム再構築として、サーバー更新等の費用に、１億４，８５８万３，４００円を、また、施設備品の購入費として、８０５万８，６７４円を、また、町村会システムサポート負担金として、９２２万９，６００円を支出いたしております。   続きまして、１２０ページの１３目、情報推進費では、１２１ページでございますが、携帯電話のエリア整備工事費に、４５９万９，０００円を、また施設の備品購入費として、１，
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１８１万２，５００円を支出いたしております。   次に、１２４ページの２目、賦課徴収費では、飛びまして１２７ページの固定資産税の評価替えに係る固定資産宅地評価見直業務委託料に、５１４万６，０５０円を、京都地方税機構負担金として、１，６４２万５，５４７円を支出いたしております。   １２８ページの４項、選挙費では、１３０ページでございますが、衆議院議員総選挙執行経費に１，３４０万５，６７０円を支出いたしております。   次に、１３２ページからの３款、民生費でございますが、総額は、平成２３年度事業繰越分を含めまして、２０億９，４０１万８，８０１円で、対前年度比１．３％の増となったところでございます。   １項、社会福祉費では、高齢者や障害をお持ちの皆さんが、住みなれた地域で安心して自立した日常生活を営むことができる環境づくりのために、１４億７，７２４万２５６円を支出いたしております。   主な事業といたしましては、障害者自立支援事業や各種医療費給付事業等の扶助費をはじめ、民生児童委員協議会への補助、社会福祉協議会専任職員等の補助金、シルバー人材センター運営補助金等、各種補助金を支出したほか、１４５ページでは、後期高齢者医療広域連合に共通経費及び医療給付費負担金を合わせまして、１億８，９０４万８，１１２円を支出いたしております。   また、各特別会計への繰出金といたしまして、少しページは戻りますが、１３７ページでは、国民健康保険特別会計事業勘定に、保険基盤安定財政安定化支援等のため、９，６８６万２，４１５円、１４５ページでは、介護保険事業特別会計事業勘定に、２億８，５３８万２，９９０円、後期高齢者事務費及び後期高齢者保険基盤安定のため、６，２２４万９，１５２円を、合わせまして４億４，４４９万４，５５７円を繰り出しております。   なお、老人福祉費では、負担金補助金及び交付金といたしまして、１億３，３４０万円を平成２５年度に繰り越しております。   続きまして、１４６ページからの２項、児童福祉費につきましては、次代を担う子どもたちの健やかな育成を願って、６億１，６７７万８，６２５円を支出いたしております。   主なものといたしましては、すこやか祝金やファミリーサポート事業委託料、チャイルドシート購入助成金。   １５１ページからの扶助費では、中学生までの医療助成、すこやか子育て医療給付費や児童手当を支給しております。   １５０ページからの３目、保育所費では、平成２３年度繰越事業分を含めまして、保育所
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運営に要する経費として、３億２，５６８万２３１円を支出いたしております。   次に、１５６ページからの４款、衛生費でございますが、衛生費では、総額１４億１，２８５万４，４６３円で、対前年度比３．２％の増となりました。   １項、保健衛生費につきましては、町民一人一人が健康寿命を延ばし、いつまでも健やかで心豊かな生活を送れるよう、特定健診をはじめとする各種健診、健康相談事業、各種予防接種事業に係る経費を支出いたしております。   続きまして、１６２ページからの４目の環境衛生費では、環境保全、地球温暖化対策として、１６５ページですが、個人が設置された浄化槽３７基に対しまして、設置補助金７２７万円を、また、住宅用太陽光発電システム設置補助金として、４９件に５５０万８，０００円を支出するとともに、浄化槽市町村整備推進事業分といたしまして、下水道事業特別会計に、５，２８４万５，０００円の繰り出しを行っております。   続きまして、５目、診療所費では、医療施設の運営に係る経費といたしまして、１６５ページでございますが、南丹病院負担金といたしまして、２，０５０万５，０００円、京丹波町病院に補助及び出資金といたしまして、総額３億７，７３６万４，１７６円を支出いたしております。   続きまして、１６８ページをお願いいたします。   ３目といたしまして、上水道費では、１６９ページの繰り出しといたしまして、水道事業特別会計へ、４億３，９３８万円の繰り出しを行っております。   また、衛生費からは、火葬場の維持管理並びに塵芥し尿処分に係る分担金といたしまして、船井郡衛生管理組合に総額２億４，０８２万２，０００円を支出いたしております。   続きまして、５款、労働費につきましては、国の緊急経済・生活支援対策を受け、１６９ページでございますが、町道や町有地の環境整備を行う京丹波町再生パトロール業務などの緊急雇用創出事業委託料に、８５０万６，６０２円を支出いたしております。   次に、６款、農林水産業費は、平成２３年度からの繰越事業分を含めまして、総額１０億１，０４８万２，９１４円で、対前年度比８．８％の減となりました。   １項、農業費では、主なものといたしまして、１７２ページの３目、農業振興費で、また、１７３ページからの有害鳥獣被害防止の関係事業費につきましては、有害鳥獣捕獲報償金、広域捕獲委託料並びに有害鳥獣被害防止施設設置工事費等を合わせまして、６，２５８万５，７２５円、農業公社運営補助金といたしまして、１，７５０万円、農地保全多目的機能の増進を図るため協定をした７１集落、１個人に対し、中山間地域等直接支払交付金に、１億１，４５１万４，５４２円、特産物等作付奨励金に、１，３５０万３，１８０円、地域ぐるみの
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共同活動や営農活動支援を行うため、農地・水保全管理支払交付金として、９８組織に対し、１，８４９万６，８３４円などを支出いたしております。   次に、４目の畜産費では、１８１ページでございますが、畜産振興対策事業といたしまして、堆肥による土づくり事業補助金といたしまして、６５１万３，６７５円を支出いたしております。   ５目、農地費では、１８３ページでございますが、農林漁業事業補助金として、営農組織等が農業振興を図る目的で、農業施設機械整備等の経費に対して補助金を交付しておりますが、本年度は、３０件に対しまして、２，１６８万２，０００円を支出いたしております。   また、農業集落排水事業分として、下水道事業特別会計に、１億７，４１３万２，０００円の繰り出しを行っております。   ６目、山村開発センター費では、屋根の全面漏水改修工事費に、３，１９０万４，２５０円を支出いたしております。   １８４ページからの７目、農村情報施設管理費では、１８７ページで、委託料でございますが、ＣＡＴＶ設備保守点検管理等委託料、インターネット接続委託料、施設維持管理委託料等を合わせまして、１億２，３７２万３１４円を支出し、農業費の支出総額は、８億６，５４９万２，９２４円となったところでございます。   次に、２目、林業費でございますが、１９０ページからの２目、林業振興費では、１９１ページの工事請負費でございますが、林道管理塩谷長谷線開設工事費に２，７４４万円、林道大谷線橋梁改修工事費に１，２０７万６，０５０円などを支出したほか、負担金補助金及び交付金では、森林組合、生産森林組合への助成、林業の担い手支援として、緑の担い手育成事業、林業労働者新共済事業補助金、放置林の整備を支援するための森林整備地域活動支援交付金、緑の公共事業補助金など、３，５６１万３，２７３円を支出し、林業費の支出総額は、１億４，２７７万９，９９０円となりました。   なお、森林管理道開設事業や林業振興対策事業などに、２億１，７１１万４，０００円を平成２５年度に繰り越しております。   次に、１９４ページの７款、商工費でございますが、総額１億３８７万１，０９５円で、対前年度比２３．１％の増となりました。   ２目、商工振興費では、１９７ページでございますが、低迷する消費経済の影響を受ける商業、中小企業に対する信用保証料補助金や、営農資金融資利子補給をはじめ、小規模事業経営支援事業補助金、また、プレミアム商品券発行事業補助金として、合わせまして２，４５４万２，０１６円を支出いたしております。 
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  また、３目、観光費では、１９９ページでございますが、質志鍾乳洞、わち山野草の森などの観光施設等への管理委託料として、合わせまして３，９２０万６，９１７円を支出いたしております。   次に、２００ページで、８款、土木費でございます。平成２３年度からの繰越事業を含めまして、総額１０億８，７０６万９，９１７円で、対前年度比１．５％の増となりました。   ２０２ページ、２目、道路維持費でございますが、また飛びまして２０５ページの工事請負費をごらんください。工事請負費では、町道８９路線に対しまして修繕工事と、１７路線で交通安全施設整備工事を行い、合わせて４，２１８万８，１００円を支出いたしております。   ３目、道路新設改良費では、２０７ページ、経済危機対策臨時交付金、地域活性化きめ細かな臨時交付金事業をはじめとして、単独事業を含め、１４路線の改修工事に、１億６，２６３万８，７５０円を支出いたしております。   また、丹波パーキングエリア（仮称）と一体的な地域振興拠点整備事業として、登記測量業務、路線測量業務、補償物件調査業務等の委託料や、物件補償費及び土地購入費に合わせまして、１億５，８６９万９，４３７円を支出いたしております。   なお、道路新設改良工事について、８億８，８７５万２，０００円を平成２５年度に繰り越しております。   続きまして、２０６ページからの３項、河川費では、２０９ページでございますが、町道２３５号線改良事業負担金に、２億８２７万６，７３６円を支出いたしております。   なお、畑川ダム関連対策工事費として、３，３２０万円を平成２５年度に繰り越しております。   ４項、都市計画費では、２０９ページからでございますが、須知公園等の施設維持管理料として、２３０万２，１１３円を支出いたしております。   ５項、下水道費では、特定環境保全公共下水道事業分として、２億３，５６８万２，０００円を、下水道事業特別会計に繰り出しております。   ６項、住宅費では、２１３ページでございますが、住宅改修補助金といたしまして、１２８件に対し、９０７万６，０００円を支出いたしております。   次に、９款、消防費は、総額４億４９０万４，３８２円で、対前年度比３．６％の増となりました。   １目、常備消防費では、京都中部広域消防組合負担金として、２億４，３０４万５，０００円を支出いたしております。 
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  なお、本町の負担率は１３．７２％となっております。   ２１６ページ、３目の消防施設費では、防火水槽２基の設置や、消防ポンプ自動車１台、小型動力ポンプ付積載車４台の更新に、５，６８３万１，５１０円を支出いたしております。   なお、防火水槽設置事業に、３，１９０万円を平成２５年度に繰り越しております。   次に、１０款、教育費では、平成２３年度からの繰越事業を含めまして、総額１０億３，１８３万４，６５４円で、対前年度比５７．６％の大きな増となりました。   これは、瑞穂学校給食センターの建設をはじめ、瑞穂小学校、瑞穂中学校、蒲生野中学校の配膳室の整備など、学校給食調理場等整備事業の実施によるものでございます。   １項、教育総務費につきましては、事務局の経費並びに学童保育事業に係る経費など、１億５，２２１万６，１６９円を支出いたしております。   ２２３ページ、２項の小学校費でございますが、児童の安心・安全な教育環境の整備を図るため、１目、学校管理費の２２５ページからですが、学校保守点検管理委託料に、８０８万７，０１３円、機器物品等借上料に、４４６万５，３３３円などを支出いたしております。   続きまして、２２６ページの２目、教育振興費でございますが、学習支援事業に係る指導員等雇用賃金といたしまして、１，１７１万３，５２５円を支出、また要保護・準要保護及び特別支援に、５３１万９，４７０円の就学助成を行っております。保護者の負担軽減を図ったところでございます。   ３項、中学校費につきましては、１目、学校管理費の２３１ページでございますが、蒲生野中学校配膳施設及び校舎棟改修工事費といたしまして、６，７５２万５，５００円を支出いたしております。   ２３２ページからの２目、教育振興費につきましては、小学校と同じく学習支援、教諭の配置、学力診断テストを実施するなど、生徒の学力充実を目指した取り組みを進めてまいりました。   また、２３５ページでは、要保護・準要保護及び特別支援に、５１０万７，０６２円の就学助成を行っております。   続きまして、２４０ページからの５目、社会教育費では、２４３ページでございますが、社会教育の充実・推進を図るため、女性の会や人権啓発推進協議会など８団体に、３５４万８，０００円を支出いたしております。   ２５０ページでございますが、７項、学校給食費では、２５３ページの工事請負費でございますが、学校給食センター設備改修工事及び新学校給食センター等整備工事費といたしまして、２億９．２１７万５，６５２円を、また備品購入費では、厨房等の施設備品をはじめ、



 

－３９－ 

給食配送車の購入により、４，６２５万８５５円を支出いたしております。   なお、学校給食調理場等整備事業に、１，８２９万円を平成２５年度に繰り越しております。   次に、少し飛びまして、２５２ページからの１１款、災害復旧費につきましてでございます。農道、農地、林道、河川の復旧事業に、平成２３年度からの繰越事業を含めまして、総額９，６７５万２，８５３円を支出いたしております。   次に、２５４ページ、１２款、公債費でございますが、総額１６億８，９９２万５，４６９円で、対前年度比２．１％の減となったところでございます。平成１８年度から、実質公債費比率抑制に向けて取り組み、平成２４年度の実質公債費比率は、１４．４％となりました。財政状況が厳しい中、今後とも地方債発行の抑制に取り組むなど、財政の健全化に努めてまいります。   以上、一般会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第２号 平成２４年度京丹波町国民健康保険特別会計事業勘定歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ２５８ページからでございますが、歳入総額１９億５，７４８万２，６６２円で、対前年度比６．７％の増、歳出総額１９億２６万１，３３７円で、前年度に比べまして、３．９％の増となりました。平成２４年度につきましては、前年度と比べ、医療費の支出が約６，０００万円多くなりましたが、その分、保険税の改善や前期高齢者交付金、共同事業交付金等の伸びにより、国保運営基金からの繰り入れは行わずに済んでおります。歳入から歳出を差し引きました形式収支、実質収支ともに、５，７２２万１，３２５円の黒字決算となったところでございます。   歳入でございますが、主な科目につきまして説明させていただきます。事項別明細書の２６７ページからでございますが、１款、国民健康保険税は、総額４億１，３５５万７，０８３円で、前年度と比べ５５５万３，６８３円の増、１．４％の増となりました。徴収率は、現年度分で９３．４％、過年度分で２６．６％となり、前年度と比較しますと、現年度分は０．９６ポイント、過年度分では５．８ポイントの上昇となったところでございます。   なお、地方税法の規定に基づきまして、６６人で４６４万４，８１９円の不納欠損処理をさせていただいております。   続きまして、２６９ページでございますが、３款、国庫支出金は、総額４億６，３１１万９，０５５円で、対前年度比６％の増となりました。   ２７１ページの４款でございますが、療養給付費交付金は、総額１億１，９９６万６，３
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８４円で、対前年度比５．８％の減となっております。   飛びまして、２７３ページでございますが、５款、前期高齢者交付金は、総額５億２，９３３万３，５５８円で、対前年度比１２．６％の増となっております。   ６款、府支出金は、総額１億１，０６１万３，４９６円で、対前年度比２２．３％の増でございます。   ７款、共同事業交付金は、総額２億１，２０８万３，５７７円で、対前年度比３２．７％の増となっております。   ２７５ページ、９款でございますが、繰入金は、一般会計からの繰入金、９，６８６万２，４１５円で、対前年度比８．４％の増となりました。   続きまして、歳出の主な科目につきまして、説明をさせていただきます。   ページを少し飛ばしていただきまして、２８３ページからでございます。   ２款、保険給付費は、総額１３億１，０８５万３，５３８円で、対前年度比４．８％の増となりました。療養給付費における一般被保険者の年間平均は４，４９２人で、一人当たりの医療費は、３１万９，９０４円と、前年度に比べ２万１，６３０円の増となっております。退職被保険者の年間平均は４００人で、一人当たりの医療費は、３３万６，３６８円で、前年度に比べ６万５７４円の減額となったところございます。   ２８７ページでございます。３款、後期高齢者支援金は、総額２億３，６９５万５，２６７円で、対前年度比８．７％の増。   ２８９ページでございますが、６款、介護納付金は、９，７８７万４，３３４円で、対前年度比５．１％の増。   ７款、共同事業拠出金は、総額１億７，９７０万３，２５０円で、対前年度比７％の減でございます。   ２９１ページでございますが、８款、保健事業費では、総額３，９３６万２，７５５円で、対前年度比９．４％の増となりました。   続きまして、２９５ページ、１１款、諸支出金は、総額１，８１４万９，３４０円で、対前年度比１６．４％の減となりました。   ２９６ページでは、平成２３年度分の国・府支出金を、５３９万４４０円を返還し、２９８ページでは、京丹波町病院事業会計に、１，１２５万７，０００円の繰り出しを行っております。その内訳といたしましては、京丹波町病院の電気メス、ベッドサイドモニター等の購入分に、９５万２，０００円、和知診療所の眼底カメラ等の導入と、僻地診療所運営分に、５７４万１，０００円、和知歯科診療所の診察台導入と僻地診療所運営費分で、４５６万４，
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０００円などとなっております。   以上、国民健康保険事業特別会計事業勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第３号 平成２４年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算について、説明をさせていただきます。   ２９９ページからでございます。   歳入総額２億３３８万８，４７６円で、対前年度比７．４％の増、歳出総額２億３９万１，５１２円で、対前年度比６．７％の増、形式収支、実質収支ともに、２９９万６，９６４円の黒字決算となったところでございます。   なお、高齢者の医療の確保に関する法律に基づきまして、一人でございますが、一人で７，７０３円の不納欠損処理をさせていただいております。   歳入につきましては、３０４ページの事項別明細書からご説明をさせていただきます。   主な歳入科目といたしまして、１款、保険料、特別徴収、普通徴収合わせまして、１億３，７１９万８，０８６円、対前年度比５．６％の増となりました。   なお、収入未済額らにつきましては、過誤納金を含んでおりますが、これは過誤納金の還付が日数を要し、年度末の発生分につきましては、翌年度の還付となるためで、実質徴収率は、現年度分で９９．２％となったところでございます。   ３款、繰入金では、事務費、保険基盤安定分を合わせまして、一般会計から６，２２４万９，１５２円を繰り入れております。   主な歳出でございますが、３０８ページ、２款、後期高齢者医療広域連合納付金では、４月から翌年の３月までの保険料負担金といたしまして、１億３，５８２万１，７１５円、保険基盤安定負担金といたしまして、５，９４２万４，２２０円を支出いたしております。   ３款、保健事業費では、３１１ページでございますが、人間ドック助成金を２９件分、１２２万６，４６７円を支出いたしております。   以上、後期高齢者医療特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第４号 平成２４年度介護保険事業特別会計事業勘定歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ３１２ページからでございます。   歳入総額１９億６，０２９万８，１４６円で、対前年度比３．９％の増、支出総額は、１９億４，９９１万６，８３０円で、対前年度比３．９％の増となり、形式収支、実質収支ともに、１，０３８万１，３１６円の黒字決算となったところでございます。   介護保険の状況でございますが、平成２５年の３月末で、第１号被保険者は、５，７２７
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人で、総人口１万６，１０６人に占める割合は、３５．６％となったところでございます。   また、要介護認定者数は、第１号、第２号、被保険者合わせまして、１，１２６人、居宅介護サービス受給者は６３３人で、認定者の５６．２％、施設介護サービス受給者は２８４人で、認定者の２５．２％となっております。   歳入につきまして、ご説明をさせていただきます。事項別明細書３２１ページからでございます。   主なものといたしましては、１款、保険料、総額３億４，４０６万８，６００円で、対前年度比３２．３％の増、現年度分の徴収率といたしましては、還付未済額を差し引いた実質徴収率で９８．９％となったところでございます。   また、介護保険法第２００条の規定によりまして、８５人分で２０３万１，４５３円の不納欠損処理をさせていただいております。   ３款、国庫支出金では、総額４億９，０１４万８５７円で、３２３ページでございますが、４款、支払基金交付金では、５億５，４０１万８９９円。   ５款、府支出金では、３億２８８万８，３６５円を受け入れいたしております。   ３２５ページでございますが、７款、繰入金では、一般会計から２億５，８６８万２，９９０円を繰り入れいたしております。   なお、介護保険給付費準備基金からの繰り入れは行っておりません。   主な歳出につきましては、３３１ページからでございますが、２款、保険給付費でございます。居宅介護、施設介護等の１項、介護サービス等諸費といたしまして、１６億７，１１９万３，８１６円。   ３３３ページでは、２項、介護予防サービス等諸費、６，１８５万７，０７３円など、保険給付費総額１８億６，６４０万８３３円を負担したところでございます。前年度と比べまして、６，８５３万円余り、３．８％の増となっております。   ３３５ページの３款でございますが、地域支援事業費では、ミニデイサービス事業委託料など介護予防支援事業に、総額３，９４１万３，５５５円を支出いたしております。   以上、介護保険事業特別会計事業勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、平成２４年度介護保険事業特別会計サービス事業勘定歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ３４３ページからでございます。   歳入総額６６８万１，６９８円で、対前年度比４．０％の減でございます。支出総額は、６６８万３４３円で、対前年度比２．０％の減となり、形式収支、実質収支ともに、１，３
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５５円の黒字決算となりました。   ３４８ページでございますが、歳入でございますが、１款、サービス収入は、居宅支援サービス計画費収入と、あと委託直営件数を合わせまして、１，５３２件で、６５３万１，９６０円の収入でございます。   ３５０ページ、歳出につきましては、２款、事業費が主なもので、歳入を受け入れました町内８、町外４業者への介護予防サービス計画作成委託料、５６５万８，１２０円が主な支出でございます。   以上、介護保険事業特別会計サービス事業勘定の説明とさせていただきます。   続きまして、平成２４年度介護保険事業特別会計老人保健施設サービス勘定歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ３５２ページからでございます。   歳入総額１億１，１７４万３，５１５円、支出総額１億１，１００万１，５９５円で、形式収支、実質収支ともに、７４万１，９２０円の黒字決算となりました。   施設の利用状況でございますが、入所の延べ利用者数が、４，９６７人で、１日当たりの介護報酬は、１５万１，０７６円、短期入所の延べ利用者数は９９９人となりました。   歳入の主なものといたしましては、３５７ページでございますが、１款、サービス収入では、居宅介護が１，１８４万９，０１２円、施設介護では、５，５１４万２，８０８円など合わせまして６，６９９万１，８２０円の収入となりました。   ３款、繰入金では、一般会計から２，６７０万円を繰り入れております。   次に、歳出でございます。   ３６１ページ、１款、総務費では、看護師、介護専門支援員等の人件費及び施設運営経費といたしまして、９，４１４万４，５４８円を支出いたしております。   ３６３ページ、２款、介護サービス事業費では、医薬材料費、給食業務委託料など、１，６８５万７，０４７円を支出いたしております。   以上、介護保険事業特別会計老人保健施設サービス事業勘定の説明とさせていただきます。 ○議長（野口久之君） それでは、暫時休憩をいたします。午後１時半まで。 休憩 午前１１時４９分 再開 午後 １時３０分 ○議長（野口久之君） それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。   谷口会計管理者。 ○会計管理者（谷口 誠君） 失礼します。午前中に引き続きまして、決算の説明をさせてい
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ただきます。   認定第５号 平成２４年度京丹波町水道事業特別会計歳入歳出決算につきましてから説明をさせていただきます。   ３６７ページでございます。   歳入総額１４億９５５万７，５８６円で、対前年度比７．７％の減、歳出総額１３億７，１６０万８，０２６円で、対前年度比７．８％の減となりました。歳入から歳出を差し引きました形式収支は、３，７９４万９，５６０円で、翌年度へ繰り越すべき財源３，２９１万円を差し引きました実質収支額は、５０３万９，５６０円となり、形式収支、実質収支ともに黒字決算となったところでございます。   平成２４年度末での給水件数は、７，００８件、給水人口は１万６，０３８人となったところでございます。   歳入につきまして、事項別明細書３７２ページからでございます。説明をさせていただきます。   １款、分担金及び負担金、１項、分担金につきましては、新規加入５６件で、８４７万９，５００円。   ２項、負担金は、給水工事費負担金及び畑川ダム河川総合開発工事に係るものが主なもので、９９５万２，５０９円の収入で、前年度より増収となりました。   ２款、使用料及び手数料の水道使用料は、総額４億９，６５９万７，４７９円の収入で、対前年度比０．２％の増となりました。   また、現年度分の徴収率は９６．８％となったところでございます。   なお、収入未済額は、８，３０１万９，５２０円となっております。   また、９３件分、３８４万３，１５２円の不納欠損処理をさせていただいております。   続きまして、３款、国庫支出金では、水道施設整備並びに簡易水道施設整備費補助金で、総額７，１２５万６，０００円。   ３７４ページ、４款、府支出金では、ふるさとの水確保対策事業費補助金２，００５万８，４００円をそれぞれ受けております。   ６款、繰入金では、一般会計から４億３，９３８万円を、水道事業基金から２，１９０万円を繰り入れいたしました。対前年度比２．６％の増となっております。   ３７６ページをお願いします。   ９款、町債でございます。統合簡易水道事業の財源として、２億９，１４０万円を借り入れいたしました。 
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  続きまして、３７８ページからの歳出でございます。   １款、水道管理費は、人件費、水道施設の維持管理経費をはじめ、３８１ページ、工事請負費では、府道富田胡麻停車場線送水管移設工事、また８５件の維持補修工事代金など、５，００７万６００円を支出しております。   ３８３ページの積立金では、水道事業基金など、２，２２５万３，０００円の積み立てを行っております。   なお、上水道台帳作成及び管理システム導入業務として、１，８００万円を平成２５年度に繰り越しております。   続きまして、３８２ページの２款、施設費でございます。１目、水道施設費では、平成２３年度繰越事業を含めまして、丹波瑞穂地区統合簡易水道整備工事代金として７，０９９万８，９００円。   また、畑川ダム建設工事負担金として、京都府に１億４，０１９万２，７４３円を支出いたしております。   ２目、簡易水道施設費では、平成２３年度の繰越事業を含めまして、和知地区の統合簡易水道工事代金として１億２，４７９万９，７５０円を支出いたしております。   なお、施設費におきましては、２億８，２０５万３，０００円を平成２５年度に繰り越しております。   続きまして、３８４ページ、３款、公債費でございます。６億９，８４２万１，１４２円を償還いたしました。   以上、水道事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第６号 平成２４年度京丹波町下水道事業特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ３８６ページからでございます。   歳入総額９億１，８７３万６，７３２円で、対前年度比１３．３％の減。歳出総額９億１，８１６万８，９５１円で、対前年度比１１．４％の減となりました。歳入から歳出を差し引きました形式収支、実質収支ともに５６万７，７８１円の黒字決算となりました。   京丹波町の下水道の状況は、町内２３処理区におきまして、計画戸数４，５２９棟、加入件数は３，９７９棟、使用件数は３，６４６棟で、施設使用率は９１．６％となったところでございます。   また、合併処理浄化槽につきましては、設置対象基数は１，９５７基で、設置基数は１，３４５基、整備率６８．７％となりました。 
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  それでは、歳入の主なものにつきまして、事項別明細書３９１ページからご説明をさせていただきます。   １款、分担金及び負担金では、各事業所の新規加入分担金、事業分担金といたしまして８８５万円を受け入れております。   ２款、使用料及び手数料は、１項、使用料では、各事業合わせまして２億３，３４２万４，６０２円の収入で、対前年度比４％の増となりました。現年度分の徴収率は、９７．７％となったところでございます。   なお、収入未済額につきましては、３，４５１万１，１６８円となっております。   また、６１件分で１４９万３，７２８円の不納欠損処理をさせていただいております。   続きまして、３９５ページ、３款、国庫支出金では、浄化槽市町村整備推進事業補助金といたしまして、５２２万２，０００円を受けております。   ６款、繰入金では、一般会計からそれぞれの事業に、総額４億６，２６５万９，０００円を繰り入れております。   ３９７ページ、９款、町債でございます。総額１億８，０３０万円を借り入れたところでございます。   次に、歳出でございます。４０１ページから、２款、下水道費では、平成２３年度繰越事業を含めまして、総額３億１８６万８，５３９円を支出、主なものといたしまして、１項、農業集落排水では、４０４ページですが、施設の維持管理に係る委託料といたしまして、船井郡衛生管理組合等に５，２７７万９，１６２円を支出いたしております。   ４０５ページでは、２項、公共下水道費では、施設の維持管理に係る委託料といたしまして、４０８ページですが、船井郡衛生管理組合などに６，３３５万５，７９４円を支出いたしております。   ３項、浄化槽市町村整備推進施設費では、４１０ページですが、浄化槽設置工事請負代金といたしまして、６８３万１，３００円を支出、また、施設の維持管理に係る委託料といたしまして、８，８２４万７，７１５円を支出いたしております。   ３款、公債費では、５億７，６８９万９，９３８円を償還いたしております。   以上、下水道事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第７号 平成２４年度京丹波町土地取得特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４１３ページからでございます。   歳入総額２２万９，９６２円、歳出総額２２万９，０００円で、形式収支、実質収支とも
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に９６２円の黒字決算となりました。   ４１８ページでございますが、歳入でございます。   １款、財産収入で、土地開発基金の利子、２２万９，４２４円を受け入れ、４２０ページ、歳出におきまして、土地開発基金に、２２万９，０００円を繰り出しております。   以上、土地取得特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第８号 平成２４年度京丹波町育英資金給付事業特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４２２ページからでございます。   歳入総額２６８万１，３５３円、歳出総額２６８万１，０００円で、歳入歳出それぞれ対前年度比１７．７％の増、形式収支、実質収支ともに３５３円の黒字決算となりました。   ４２７ページの歳入でございますが、主なものにつきましては、３款、繰入金で、一般会計及び育英基金から合わせまして２６４万円を繰り入れております。   ４２９ページ、歳出でございます。２款、育英費につきまして、歳入の繰入金で繰り入れました２６４万円を、大学生１１名、専門生１名、高校生１０名に対しまして給付をいたしております。   以上、育英資金給付事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第９号 平成２４年度京丹波町町営バス運行事業特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４３１ページからでございます。   歳入総額９，２２１万１８１円で、対前年度比１５．５％の減、歳出総額９，１８７万４，８０４円で、対前年度比１５．６％の減となりました。形式収支、実質収支ともに３３万５，３７７円の黒字決算となりました。   平成２４年度のバス一般乗客数は、延べ人数で３万９，８４９人、一日平均１３７人の利用となりました。   それでは、事項別明細書４３６ページ、歳入から説明をさせていただきます。   １款、事業収入、事業収入は運賃収入が、９２２万１，９１０円、スクールバス認定路線を受託運行しております受託収入は、２，１２９万５，５００円、合わせまして３，０５１万７，４１０円の収入となりました。   ３款、繰入金では、一般会計から６，０８０万円の繰り入れを行っております。   ４４０ページからの歳出でございます。   １款、事業費は、人件費及びバス等の維持管理運営経費を主なものとしておりまして、総
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額８，７０５万７，３２６円を支出いたしております。   以上、町営バス運行事業特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、財産に関する調書につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４４４ページからの公有財産でございます。土地建物の増減の状況のみ説明をさせていただきます。よろしくお願いいたします。   ４４６ページの行政財産におけます土地及び建物でございます。   まず、その他の行政機関、警察（消防）施設でございますが、土地におきまして口八田防火水槽用地の取得に５５平方メートルが増加となっております。   公共用財産、公営住宅につきましては、土地におきまして質美振興センター下の法面になりますが、用地の一部を府道の拡幅に伴い、１４平方メートルを京都府に売却いたしましたので、減少となっております。   公共用財産、公園につきましては、須知公園の土地におきまして、供用開始に伴い２万７，９４５平方メートルの増加となりました。   続きまして、公共用財産、その他の施設につきましては、土地におきまして、大簾区にあります西部浄水場用地の取得によりまして、１，１８５．８１平方メートルの増加。また、道の駅「和」の朝市販売部分の拡張により、７９．２平方メートルの増加。下山新田飲雑用水施設用地を普通財産の畑川ダム用地に変更し、１０１平方メートルの減少。また、質美振興センター用地の一部と地域活動拠点施設の一部を府道の拡幅に伴い、京都府に売却いたしましたので、２０５．６９平方メートルの減少等によりまして、差し引きいたしますと、９１３平方メートルの増加となっております。   続きまして、建物では、公共用財産、公営住宅、木造につきましては、木下団地１棟を林業大学校学生寮として活用するため、普通財産に変更いたしましたので、７３平方メートルの減少となりました。   公共用財産、学校、非木造につきましては、蒲生野中学校体育倉庫の新設移転により、２５．９平方メートルの増加、蒲生野中学校配膳施設の設置により、６９．５平方メートルの増加、瑞穂中学校配膳施設の新設により、５０平方メートルの増加。瑞穂学校給食センターの新設により、４１０．７９平方メートルの増加。前の蒲生野中学校の体育倉庫を配膳センターの新設となり撤去いたしましたので、２７平方メートルの減少となり、差し引きいたしますと、５２７平方メートルの増加となっております。   次に、公共用財産、公園、非木造につきましては、須知公園のトイレの設置により、２２平方メートルの増加となっております。 
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  ４４８ページの普通財産におけます土地及び建物でございます。公共用財産その他施設、土地につきましては、まちづくり推進事業用地の取得といたしまして、曽根地区内に３，１７１平方メートル、蒲生野地区内に１万２，６４０平方メートルの増加となりました。   また、国道用地先行取得事業用地取得につきましては、曽根地区内に６，２２６平方メートルの増加。大倉ヒヨ谷開発用地取得に７万３，７２６平方メートルの増加。下山地すべり災害復旧工事用地の取得に４６８．６８平方メートルの増加。地域振興拠点施設用地丹波パーキングエリア（仮称）の取得に１万１，０８４．０７平方メートルの増加。須知公園用地におきましては、行政財産への変更に伴い、１万６，５９２．１６平方メートルの減少となりました。これらを差し引きいたしまして、９万７２３平方メートルの増加となっております。   公共用財産、その他施設、木造につきましては、木下団地１棟を林業大学校の学生寮として、普通財産に変更いたしましたので、７３平方メートルの増加となりました。   旧和知第二小学校の一部を解体し、１，０８５．１８平方メートルの減少となり、差し引きいたしますと、１，０１２平方メートルの減少となりました。   公共用財産、その他の施設、非木造につきましては、旧和知第二小学校の給食調理室部分の解体に伴い、１９３平方メートルの減少となっております。   次に、４５１ページの物品につきましては、車両・船舶類では、消防車両５台の更新と４台の廃車及び公用車５台の購入と４台の廃車により、合わせまして２台の増加となっております。   事務用機械器具類では、圧着機、漢字管理ツール、ドットインパクトプリンター等を購入いたしまして、８台の増加となっております。   それと、光学機械器具類では、広角レンズの購入により１台の増加。計測機器類では、濁度計、温室警報装置、陸上競技等計測機器の購入と旧の濁度計の廃棄によりまして、差し引きして２台の増加。機械・器具類では、発電機及びドコモ電源装置２台、リチウムイオン蓄電池２台の購入により５台の増加、軽機械・用具類では、学校給食センターの厨房機器類の購入として、４１台の増加となっております。   また、電気・通信器具類では、ドコモ携帯電話送受信機２台の設置によりまして、２台の増加。雑品類では、味夢くんの着ぐるみの購入により１台の増加となっております。   次に、４５２ページの基金でございますが、現金の一般会計では、主なものといたしまして、財政調整基金２億３，６７８万８，０００円、振興基金１億６，４３３万９，０００円の増額をいたしました。 



 

－５０－ 

  また、先行取得用地対策基金につきましては、事業の推進に伴いまして、５億５７１万５，６３５円の減少となっております。   平成２４年度、基金を差し引きました金額につきましては、８，８８８万２，３９８円の減額となり、平成２４年度末現在高は、４９億５，８８４万５，５２８円となりました。   以上、財産に関する調書の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１０号 平成２４年度京丹波町須知財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   なお、これからの六つの財産区特別会計の決算説明をさせていただきますが、財産に関する調書は、説明を省略させていただきますので、よろしくお願いをいたします。   それでは、４５４ページからでございます。   歳入総額１１７万７，０８８円、歳出総額１１０万７，１４０円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに６万９，９４８円の黒字決算となったところでございます。   ４５９ページで、歳入でございますが、１款、財産収入の主なものといたしまして、須知地区の財産運用収入といたしましては、駐車場貸付料１３万円、携帯電話通信鉄塔敷地料２７万２，４８５円となっております。   ２款、寄附金では、枝打ち、間伐等の森林管理に係る寄附金といたしまして、３９万９，５００円を受けております。   ３款、繰入金では、竹野地区におきまして、１５万円の基金繰り入れを行っております。   ４６３ページ、歳出でございます。   須知地区では、委員報酬のほか敬老会祝賀式、区長会への補助金といたしまして、４５万円を支出、また、財産管理調整基金に１９万５，０００円の積み立てを行っております。竹野地区では、委員報酬のほか、小学校卒業記念品の助成、また、財産管理調整基金に４万９，７６６円を積み立てております。   以上、須知財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１１号 平成２４年度京丹波町高原財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４６９ページからでございます。   歳入総額２４万３，３９２円、歳出総額２１万９，２３０円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに２万４，１６２円の黒字決算となりました。   ４７４ページでございます。   歳入でございます。２款、寄附金、２１万９，３００円、これは当財産区内７３１戸に一
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律３００円として寄附を集めたものが主な収入でございます。   次に、４７６ページ、歳出でございます。委員報酬、区長報償をはじめ、財産管理調整基金に７万１，０００円を積み立てております。   また、木ノ谷林道管理委託料４万円を支出しております。   以上、高原財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１２号 平成２４年度京丹波町桧山財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４８０ページでございます。   歳入総額１，６１３万３，６３７円、歳出総額１，５２４万６，４５６円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに８８万７，１８１円の黒字決算となりました。   ４８５ページでございます。   歳入でございますが、１款、財産収入で、瑞穂ゴルフクラブをはじめとする土地貸付料が、１，４０４万８，０５３円が主な収入でございます。   ４８９ページ、歳出でございますが、１款、総務費、１目、一般管理費では、委員報酬等のほか、財政調整基金に１４６万２，０００円の積み立てを行っております。   ２目、財産管理費では、直営林保育作業委託料といたしまして３２０万円。   ４９１ページ、３目、諸費では、構成地区の各団体への活動補助金や山林高度利用補助金として、７７９万２，０００円を支出しております。   また、公民館事業への繰出金といたしまして、７０万円を繰り出しております。   以上、桧山財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１３号 平成２４年度京丹波町梅田財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ４９６ページでございます。   歳入総額５９６万５５２１円、歳出総額５５４万５，６９０円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに４１万４，８３１円の黒字決算となりました。   ５０１ページでございます。   歳入でございますが、１款、財産収入では、携帯電話基地等への土地貸付収入５４６万８，３４８円が主な収入でございます。   次に、５０５ページ、歳出でございますが、１款、総務費、１目の一般管理費では、委員報酬等のほか、財政調整基金に１０万円の積み立てを行っております。   ２目、財産管理費では、地元区への土地貸付補償費として３１７万９１８円を、また、３
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目、諸費では、振興会等の４団体に活動費として１００万円の助成が主な支出でございます。   また、公民館事業への繰出金として、３０万円を繰り出しております。   以上、梅田財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１４号 平成２４年度京丹波町三ノ宮財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ５１１ページからでございます。   歳入総額４３７万９，７３０円、歳出総額３６７万８，６６０円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに７０万１，０７０円の黒字決算となりました。   ５１６ページ、歳入でございますが、１款、財産収入では、地元８集落への土地貸付収入、マツタケ山入札金で、合わせまして８０万８，５００円。   ２款、繰入金では、財政調整基金から２０９万７，０００円の繰り入れが主な収入でございます。   次に、５２０ページ、歳出でございます。   主な支出につきましては、１款、総務費、１目、一般管理費では、委員報酬等のほか財政調整基金に１９万円の積み立てを行っております。   ５２２ページ、３目、諸費では、地元３団体への活動補助金並びに地域振興補助金として６９万３，０５０円を助成いたしております。また、公民館事業への繰出金として３０万円を繰り出しております。   以上、三ノ宮財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１５号 平成２４年度京丹波町質美財産区特別会計歳入歳出決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   ５２６ページからでございます。   歳入総額３８１万６，５５８円、歳出総額２７１万４，３８１円、歳入歳出差引額、実質収支額ともに１１０万２，１７７円の黒字決算となりました。   ５３１ページ、歳入でございますが、１款、財産収入で、地元７地区並びに３法人に対しまして、土地貸付料２６３万８，２００円が主な収入でございます。   次に、５３５ページ、歳出でございますが、１款、総務費、１目、一般管理費では、委員報酬等のほか、管理運営基金に６５万２，０００円の積み立てを行っております。   ２目、財産管理費では、林道維持管理事業等補助金として、１９万５，０００円。   ３目、諸費では、遺族会への活動補助金並びに貸付林等高度利用補助金として、２９万４，８００円を支出いたしております。 
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  また、公民館事業への繰出金として、３０万円を繰り出しております。   以上、質美財産区特別会計の説明とさせていただきます。   続きまして、認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業決算につきまして、ご説明をさせていただきます。   病院の事業会計は、別の冊子でございます。別の冊子の１３ページから、まず、ごらんいただきたいと思います。   １３ページで、全体の事業の報告をさせていただきます。   平成２４年度におきましては、前年度に引き続き、京丹波町医療等審議会の答申を尊重いたし、町民が安心して利用できる「私たちの町の私たちの病院」運営を目指し、積極的な取り組みを実施してきたところでございます。   中でも、最大の念願であった少子高齢化過疎地域に当たる当院の医師確保につきましては、京都府立医科大学病院をはじめ、各関係機関の絶大なるご理解とご支援のもと、平成２４年４月から３名の新しい常勤医師をお迎えすることができました。   また、京丹波町病院における院外処方の導入につきましては、国の医薬分業推進のもと、患者にとってより安全性が高い薬物療法の効果など、医薬品に対するメリットを最大限に活用し、平成２４年４月１日より、全面院外処方といたしました。   １４ページから各施設の状況といたしまして説明をさせていただきます。   京丹波町病院でございますが、患者さんの動向でございます。入院患者数は、年間延べ１万１，９２８人で、前年度に比べて１，２５４人の減、外来患者数は、年間延べ３万３，８８２人で、前年度に比べて１，００１人の増。   地域包括ケア事業、訪問事業でございますが、利用者につきましては、年間延べ２，０９０人で、前年度に比べまして８０８人の増となりました。   次に、質美診療所の概況といたしましては、外来患者数は年間延べ９３６人で、前年度に比べまして、２４６人の減となりました。   次に、和知診療所の概況といたしましては、外来患者数は年間延べ１万４，３８６人で、前年度に比べまして、１，１４４人の増となりました。   地域包括ケア事業、訪問事業の利用につきましては、年間延べ４５８人で、前年度に比べ１９２人の増となっております。   次に、和知歯科診療所の概況でございます。外来患者数は年間延べ６，８４４人で、前年度に比べて１６２人の増となりました。これは、土曜診療の開始によるものであります。   地域包括ケア事業、訪問事業の利用者につきましては、年間延べ２５９人で、前年度に比
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べて４２人の増加となりました。   それでは、決算書により説明をさせていただきます。   ページを戻っていただきまして、９ページでございます。   損益計算書でございますが、１の医業収入では、入院収益が２億７，５７７万８，８８８円、外来収益では、３億２，６６３万７，２８０円、その他医業収益５，２２１万７，７５３円で、合計６億５，４６３万３，９２１円となりました。   なお、院外処方の導入によりまして、病院は医薬品の在庫数が必要最小限の保有となりましたので、外来収益が対前年度比より１億７，１９５万１，１５５円の減となりました。これが、減収の要因でございます。   ３の医業外収益では、一般会計からの補助金といたしまして、２億４，６９６万円、企業債償還利子分等としての負担金交付金では、２，４３７万６，４４８円が主なものとして２億７，７５４万５，８７７円の収益となり、合わせまして病院の事業収益は、９億３，２１７万９，７９８円となったところでございます。   次に、２の医業費用でございますが、主なものは給与費が、５億５，９３３万６，２５５円、医薬等材料費は、７，４０２万２，０４２円、経費は、１億８，１８２万９１３円、医業費用の合計は、８億５，９７４万８，５５９円となったところでございます。   ４の医業外費用では、支払利息２，４３７万６，４４８円、繰延勘定償却１，４６４万５，７４１円を主なものといたしまして、４，０５５万２，７１３円を支出し、病院事業費用は、９億３０万１，２７２円となり、収支差し引きいたしますと、３，１８７万８，５２６円の純利益となったところでございます。   次に、戻りまして５ページでございます。   資本的収支でございますが、収入の他会計出資金、一般会計からの繰入金ですが、京丹波町病院に１億１，３５１万９６６円、和知診療所に２２万８，６８９円、和知歯科診療所に７６万８，０７３円を合わせまして、１億１，４５０万７，７２８円となりました。   また、国の国民健康保険調整交付金として国保会計を経由して、医療機器設備に対してでございますが、京丹波町病院に９５万２，０００円、和知診療所に８２万３，０００円、和知歯科診療所に１０５万円、合わせまして２８２万５，０００円となっております。   国と京都府からの医療施設等整備補助金につきましては、京丹波町病院に４，７１５万円となり、資本的総収入額は１億６，４４３万４，７２８円となっております。   ７ページ、支出につきましては、企業債償還金ですが、京丹波町病院、１億１，３５１万９６６円、和知診療所は２２万８，６８９円、和知歯科診療所７６万８，０７３円を合わせ
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まして、１億１，４５０万７，７２８円となっております。   また、京丹波町病院では、医療機器購入及び設備更新費に当たる建設改良費として、電子内視鏡ビデオシステムや、デジタルＸ線テレビシステム等の購入及び電話交換機の設備の更新費といたしまして、５，９２６万２，５２５円を支出し、また、和知診療所では、医療機器購入費として、無散瞳眼底カメラの購入に２５２万円、和知歯科診療所では、医療機器購入及び設備更新費に当たる建設改良費として、チェアユニット購入費及びエアコン等の設置によりまして、４４０万６，８５０円を支出し、合わせまして６，６１８万９，３７５円の支出となりました。合計１億８，０６９万７，１０３円となりました。   なお、収支の不足分１，６２６万２，３７５円につきましては、過年度分損益勘定留保資金で補填をいたしました。   なお、居所不明によります不納欠損といたしまして、京丹波町病院では２名、２件分で２万１，３４０円を、和知診療所では、１名、５件分でございます。２２万６，１２０円の処理をさせていただいております。   以上、国保京丹波町病院事業会計の説明とさせていただきます。   これで、認定第１号から第１６号までの決算説明とさせていただきます。ご審議いただきまして、ご承認賜りますよう、よろしくお願いいたします。 ○議長（野口久之君） ここで、代表監査委員に決算審査意見の報告を求めます。   船越代表監査委員。 ○代表監査委員（船越 肇君） 私どもに付されました平成２４年度京丹波町一般会計ほか諸会計の決算審査は、過日実施させていただきました。審査の対象、期間、方法等は、提出いたしました意見書のとおりであります。一部読み上げまして審査意見といたします。   審査の結果   審査に付された各会計の歳入歳出決算書及び附属書類の計数は、関係書類と符合し、正確であることを認めました。   また、予算の執行及び関連する事務の処理は、適正に行われていると認めました。   その状況及びこれらに対する審査意見は、次に述べるとおりであります。   審査意見   平成２４年度決算は、財政の健全化に対する取り組みが継続して着実に進められているものとなっている。借金である地方債の残高は、合併年度である平成１７年度末に、３８９億３，４５２万円と、ピークを迎えたものの、その後の積極的な繰上げ償還及び新規起債の発行抑制により、本年度末残高は、３２４億８，２１１万５，０００円となり、６４億５，２
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４０万５，０００円の縮減に努力されている。   一方、貯金にあたる基金残高においては、同じく合併年度末に３３億９，２５６万３，０００円となっており、事務の効率化や人件費の抑制などに努められ、平成１９年度以降の６カ年は、財政調整基金を取り崩すことなく、引き続き健全な財政運営がされており、本年度末残高は、５６億４，６９３万３，０００円と、２２億５，４３７万円増加している。   今後においては、地方交付税の合併特例期間終了に伴い、交付税額が約１１億円減少することが見込まれており、また、大型プロジェクトである丹波パーキングエリア（仮称）と一体的な地域振興拠点施設整備事業については、周辺整備も含め、合併後最大規模の事業が進められていることなどからも、より一層の歳入確保と経費節減が求められる。特に、歳入の確保については、負担の公平性を図る観点からも、収入未済をなくす努力が必要である。   町行政は、民間事業者と違い、利益の追求が目的ではなく、住民の福祉向上が最大の目的であり、経費節減とのバランスを図らなければならない点を申し添え、監査意見とする。   以上であります。 ○議長（野口久之君） 暫時休憩をいたします。 休憩 午後 ２時１９分 再開 午後 ２時２０分 ○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   お諮りいたします。   認定第１号 平成２４年度京丹波町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、認定第１６号 平成２４年度国保京丹波町病院事業決算の認定についてまでの審査については、１４名の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審議することとしたいと思います。   これにご異議ございませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。   よって、認定第１号から認定第１６号は、１４人の委員で構成する決算特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。   暫時休憩いたします。 休憩 午後 ２時２０分 再開 午後 ２時２１分 ○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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  お諮りいたします。   ただいま、設置されました決算特別委員会の委員の選任については、委員会条例第８条第３項の規定により、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり指名したいと思います。   これにご異議ございませんか。 （「異議なし」と呼ぶ者あり） ○議長（野口久之君） 異議なしと認めます。   よって、決算特別委員会の委員は、お手元に配付の決算特別委員会委員選任名簿のとおり選任することに決しました。   決算特別委員会をこの場において開催し、正副委員長の選任をお願いいたします。   暫時休憩いたします。 休憩 午後 ２時２２分 再開 午後 ２時２３分 ○議長（野口久之君） 休憩前に引き続き会議を開きます。   決算特別委員会において、正副委員長が決定しましたのでご報告いたします。   委員長に岩田恵一君、副委員長に松村篤郞君。   以上のとおりであります。よろしくお願いをいたします。  《日程第２９、報告第２号 健全化判断比率について～日程第３７、報告第１０号 社会福祉法人わち福祉会に関する経営状況について》 ○議長（野口久之君） 日程第２９、報告第２号 健全化判断比率についてから日程第３７、報告第１０号 社会福祉法人わち福祉会に関する経営状況についてまでを一括議題といたします。   町長の説明を求めます。   寺尾町長。 ○町長（寺尾豊爾君） それでは、まず、報告第２号及び第３号について説明いたします。   報告第２号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、健全化判断比率として、次の４指標について報告するものであります。   まず、普通会計を対象とし、赤字の程度を指標化した「実質赤字比率」は、収支赤字がないため該当せず、また、財産区を除く全ての会計を対象としまして、全体としての赤字の程度を指標化する「連結実質赤字比率」につきましても、収支赤字がなく該当はありません。 
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  次の、借入金の返済額等を指標化して、資金繰りの危険度を示す「実質公債費比率」につきましては、前年度比０．９ポイント減の１４．４％となっております。   なお、同比率に係る早期健全化基準は２５％であります。   また、借入金や将来にわたる負担の現時点での残高を指標化し、将来の財政負担の圧迫度を示す「将来負担比率」につきましては、１３３．５％でありました。   これは、平成２３年度決算の１４３．７％に比べ、１０．２ポイント改善いたしております。   なお、同比率に係る早期健全化基準は、３５０％となっております。   以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。   次に、報告第３号は、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第１項の規定により、公営企業の資金不足比率を報告するものであります。   本町では、国保京丹波町病院事業会計、水道事業会計及び下水道事業会計が対象となりますが、いずれも該当しませんでした。   なお、同比率の経営健全化基準は、２０％となっております。   以上、監査委員の意見書を添えて報告いたします。   次に、地方自治法の規定による出資比率２分の１以上の法人に関する経営状況につきましては、報告第４号から第１０号まで、順を追って報告させていただきます。   報告第４号 グリーンランドみずほ株式会社の経営状況につきましては、営業外収益等を含む総収益は、１億４，１４８万６，７１６円、運営管理に要する諸費用の合計は、１億４，１８２万５，６６８円で、収支差額は３３万８，９５２円の赤字決算となっております。   平成２４年度は、指定管理者として４年目となりました。主な事業といたしましては、公園、スポーツ施設の管理運営をはじめ、宿泊研修施設、レストランの管理運営、農林産物の販売などを行っております。   施設全体の利用者は、前年度比５．４％の減、営業収入では、前年度比１．７％の減となりました。６月に２度の台風襲来をうけるなど、例年にない天候不順による運動施設や宿泊施設利用者の大幅な減少に加え、道の駅改修工事等も重なり、大変厳しい運営となったところでございます。   このため、同社におかれましては、賞与の削減を行うとともに、より一層地域に密着した事業運営を図るなど、社員一丸となった経営に努められており、新設されました農産物販売施設などの、さらなる活用によって、引き続き安心・安全なサービス提供に頑張っていただけるものと期待をいたしております。 
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  なお、平成２４年度の指定管理料は、２，１００万円であります。   報告第５号 株式会社丹波情報センターの経営状況につきましては、営業外収益を含む総収益は、２，４４９万２，６６０円、運営管理に要する諸費用の合計は、２，６７３万３７２円で、収支差額は２２３万７，７１２円の赤字決算となっております。   主な事業としましては、京丹波町ケーブルテレビの施設管理業務を受託し、新規引き込み工事や移設工事などの工事業務のほか、窓口業務を含む故障対応業務、幹線、支線及び引き込み線などの点検業務、毎日２回の定時告知放送及び、お悔み放送業務を行っております。   収入の主なものは、町からのケーブルテレビ施設管理委託料の２，４０５万円であります。   なお、ケーブルテレビ施設管理に係る業務量の増加に伴いまして、職員の増員や体制強化を図るとともに、会社運営のあり方につきましても、引き続き検討してまいります。   報告第６号 公益財団法人京都府立丹波自然運動公園協力会の経営状況につきましては、売上総収益は、３億９，４２５万４，４８０円で、運営管理に要する諸費用の合計は、３億９，５５１万１，２４５円で、収支差額は１２５万６，７６５円の赤字決算となっております。   同協力会は、京都府の指定管理を受けまして、丹波自然運動公園施設の管理運営全般を行っております。平成２４年度の総入園者数は、５５万８，８００人で、前年度比４．６％増となっております。   施設の利用料収入につきましても、前年度比１．２％の増となりました。   毎年、多彩なイベントを開催するなど、利用者ニーズを的確につかみ、積極的なＰＲ活動に努められております。今後とも、健全経営に努めながら、安心・安全な施設として、より多くの方々に利用いただけるよう、一層の取り組みに期待するものであります。   なお、同協力会は、平成２５年４月１日付で、公益財団法人に移行いたしました。   報告第７号 公益財団法人丹波ふるさと振興公社の経営状況につきましては、経常収益は２，０３５万２，３８２円、経常費用は１，９９２万２，２０１円で、収支差額は４３万１８１円の黒字決算となっております。   収入の主なものは、黒大豆、水稲、飼料用稲、堆肥散布に係る作業等の受託収入で、７２７万４，３７０円、農業者戸別所得補償交付金１７５万７，７００円、町からの運営補助金４５０万円であります。   同公社は、優良農地の保全や、高齢化等に対応した農作業の受託事業、特産丹波黒大豆の生産量の維持拡大、さらには飼料用稲栽培の受託事業や直営栽培などにより、地域農業の振興を図っているところであります。 
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  なお、同公社は、平成２５年８月１日付で公益財団法人に移行をいたしました。   報告第８号 公益財団法人瑞穂農業公社の経営状況につきましては、経常収益は３，３６０万４，０５７円、経常費用は３，０８６万８，６０８円で、収支差額は２７３万５，４４９円の黒字決算となっております。   収入の主なものは、受託事業収入１，０９９万５，９２４円で、加工品販売収入２７３万７，２５４円、農業者戸別所得補償交付金のほか、転作助成金等５３５万４，３１０円、町からの運営補助金１，３００万円であります。   同公社は、担い手の確保、育成を図り、効率的かつ安定的な農業経営に向けた農地の利用集積及び流動化の促進、農地管理や農作業の受委託などを推進するとともに、そばや飼料用米の栽培を行うなど、地域の農地保全や特性を生かした特産物の育成、あるいは加工販売等を行っております。   なお、同公社は、平成２５年７月１日付で公益財団法人に移行いたしました。   今後とも、地域農業の中核として、丹波、瑞穂、両公社の一層の充実と経営の健全化を期待するものであります。   報告第９号 公益財団法人和知ふるさと振興センターの経営状況につきましては、経常収益は、４億８，４２０万８，７８５円、経常費用は、４億６，６４２万９，３７４円で、税引後の収支差額は、１，４６７万７，７７７円の黒字決算となっております。   収入の主なものは、営業収入３億８，８７６万３，９８１円、農作業受託収入４，６６７万７，９２０円、道の駅「和」の指定管理料５００万円、わち山野草の森をはじめ町施設の管理委託料２，５０６万７，５６０円であります。   同センターは、特産品等の販売、都市住民との交流、観光レクリエーションを通じた農林水産業の振興など、幅広い活動を目的に、道の駅「和」、わち山野草の森等の管理運営、農作業受託事業等を行っております。   今後とも、経営の健全化に努め、地域産業の活性化が促進されることを期待するものであります。   報告第１０号 社会福祉法人わち福祉会の経営状況についてでありますが、わち福祉会は、地域の利用者が安心して施設や在宅で自立した生活ができるよう、総合的な福祉サービスの提供に努められているところであります。   介護保険事業を取り巻く状況は、年々変化し事業運営に厳しさが見受けられる状況でありますが、介護保険事業会計では、経常収入額が３億５，４７８万４，６６８円、支出額は、３億４，０１９万７，５５５円で、収支差額は１，４５８万７，１１３円の黒字決算となっ
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ております。   創立２０周年を迎えられ、今後一層経常経費の節減や、事業の効率化に努めるとともに、より質の高いサービスの提供を目指し、取り組まれることを期待しているものであります。   以上、経営状況の報告とさせていただきます。 ○議長（野口久之君） 以上で、報告を終わります。   本報告については、明日４日、午前９時から開催の全員協議会において質疑等の機会を設けますので、ご了承ください。   以上で、本日の議事日程は全て終了しました。   よって、本日はこれをもって散会いたします。   次の本会議は、１８日に開催しますので、定刻までにご参集ください。   また、５日からは、各常任委員会、特別委員会が開催されます。ご苦労さまですが、よろしくお願いをいたします。   この後、議会広報特別委員会が開催されますので、委員の皆さんには、お疲れのところ大変ご苦労さまですが、よろしくお願いをいたします。   これをもって散会いたします。   ご苦労さんでございました。 散会 午後 ２時４０分 
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